
い
わ
ゆ
る
因
幡
国
戸
籍
の
成
立
と
伝
来

は
し
が
き

い
わ
ゆ
る
因
幡
国
戸
籍
は
、
正
倉
院
文
書
正
集
第
二
九
巻
表
の
第
一
五
紙
か
ら
第
一

八
紙
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
八
世
紀
の
公
文
書
で
あ
る
。
身
分
変
動
の
追
記
が
あ
り
、

戸
籍
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
計
帳
歴
名
と
し
て
の
性
格
が
強
い
文
書
と
み
ら
れ
る
。
当

年
の
計
帳
歴
名
作
成
に
際
し
、
前
年
の
計
帳
歴
名
を
元
に
年
齢
を
加
算
し
た
文
書
を
作

成
し
、
こ
こ
に
そ
れ
以
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
身
分
変
動
を
書
き
加
え
て
い
っ
た
、
当

年
計
帳
歴
名
作
成
の
原
簿
と
も
い
う
べ
き
資
料
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
因
播
／
国

印
」
ま
た
は
「
因
播
／
倉
印
」
の
印
文
（
1
）を

も
つ
朱
印
が
疎
ら
で
は
あ
る
が
全
面
に
捺
さ

れ
て
お
り
、
公
文
書
と
し
て
の
効
力
を
期
待
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
の
記

述
で
は
、
便
宜
的
に
通
称
の
「
因
幡
国
戸
籍
」
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
）。

因
幡
国
戸
籍
が
伝
来
し
た
の
は
、
正
倉
院
文
書
に
含
ま
れ
る
戸
籍
・
計
帳
・
正
税
帳

な
ど
の
他
の
公
文
と
同
様
に
、
裏
が
皇
后
宮
職
な
い
し
造
東
大
寺
司
系
統
の
写
経
所
で

二
次
利
用
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
現
在
裏
に
見
ら
れ
る
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
三
月
の

韓
国
形
見
解
（
釈
文
は
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻
六
、
三
〇
八

三
一
一
頁
）

と
し
て
は
原
形
を
保
っ
た
状
態
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
二
次
利
用
の
際
に
一
度
切
り

貼
り
が
行
わ
れ
て
い
て
、
第
一
五
紙
か
ら
第
一
七
紙
ま
で
の
三
紙
は
因
幡
国
戸
籍
と
し

て
本
来
の
接
続
を
保
つ
が
、
第
一
八
紙
は
韓
国
形
見
解
と
し
て
は
当
初
の
接
続
を
保
つ

も
の
の
、
因
幡
国
戸
籍
と
し
て
は
断
絶
が
あ
る
。

正
倉
院
文
書
に
含
ま
れ
る
多
く
の
公
文
は
天
平
一
五
年
（
七
四
三
）
か
ら
天
平
二
一

年
（
七
四
九
）
に
か
け
て
、
金
光
明
寺
写
経
所
で
互
い
に
有
機
的
な
関
連
を
も
つ
形
で

二
次
利
用
さ
れ
て
い
る
（
2
）。
こ
れ
に
対
し
、
因
幡
国
戸
籍
の
場
合
は
、
二
次
利
用
の
年
代

が
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
と
遅
く
、
正
倉
院
の
写
経
所
文
書
と
し
て
は
最
末
期
に
属
す

る
。
こ
の
時
期
の
写
経
事
業
は
奉
写
一
切
経
所
に
よ
る
一
切
経
書
写
で
、
韓
国
（
辛
国

と
も
書
く
）
形
見
は
宝
亀
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
校
生
と
し
て
、
ま
た
事
業
を
統
括

す
る
案
主
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す
べ
く
活
躍
し
た
写
経
生
で
あ
る
。
奉
写
一
切
経
所

の
写
経
事
業
の
帳
簿
は
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
が
、
公
文
を
二
次
利
用
し
た

も
の
は
他
に
な
く
、
資
料
の
来
歴
と
し
て
や
や
孤
立
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

因
幡
国
戸
籍
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
は
、『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書

渡

辺

晃

宏

（２００）

（
一
）
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巻
一
に
養
老
五
年
類
載
「
因
幡
戸
籍
」
と
し
て
収
録
さ
れ
た
釈
文
、
宮
内
庁
製
作
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
当
該
部
分
の
撮
影
は
一
九
六
四
年
）、
竹
内
理
三
氏
ら
に
よ
る
原
本

調
査
の
報
告
（「
正
倉
院
戸
籍
調
査
概
報
」『
史
学
雑
誌
』
六
八

三
、
一
九
五
九
年
。

「
正
倉
院
戸
籍
調
査
概
報
（
続
一
）」『
史
学
雑
誌
』
六
九

二
、
一
九
六
〇
年
）
が
あ

り
、
そ
し
て
現
在
で
は
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
と
し
て
鮮
明
な
写
真
と
原
本
調

査
に
よ
る
知
見
が
公
開
さ
れ
て
い
る
（
因
幡
国
戸
籍
を
収
め
る
正
集
第
二
九
巻
を
含
む

正
集
二
・
四
の
公
刊
は
、
一
九
九
〇
年
）。

一
方
、
研
究
と
し
て
は
、
倉
印
に
着
目
し
た
岸
俊
男
氏
の
研
究
（「
倉
印
管
見
」『
日

本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
一
九
七
三
年
、
塙
書
房
刊
、
所
収
〔
初
出
は
一
九
六
七
年
〕。
以

下
、
岸
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
）
や
、
七
六
二
年
（
天
平
宝
字
六
）
の
計
帳
と

す
る
松
崎
英
一
氏
の
研
究
（
「
所
謂
『
因
幡
国
戸
籍
』
の
作
成
年
次
」
財
団
法
人
古
代
学

協
会
『
古
代
文
化
』
二
七

一
、
一
九
七
五
年
。
以
下
、
松
崎
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ

に
よ
る
）
の
ほ
か
、
樋
口
知
志
「
所
謂
「
因
幡
国
戸
籍
」
に
つ
い
て
」（
東
北
史
学
会

『
歴
史
』
六
五
、
一
九
八
五
年
。
以
下
、
樋
口
氏
の
見
解
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
）
が
あ

る
に
過
ぎ
な
い
の
が
現
状
で
、
残
念
な
が
ら
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
で
報
告
さ

れ
て
い
る
文
書
と
し
て
の
知
見
に
基
づ
い
て
、
因
幡
国
戸
籍
の
資
料
と
し
て
の
特
質
に

正
面
か
ら
迫
っ
た
も
の
は
な
く
、
こ
れ
が
充
分
研
究
に
生
か
さ
れ
て
は
い
な
い
と
い
う

の
が
実
情
で
あ
る
。

本
稿
は
、
因
幡
国
戸
籍
に
関
す
る
知
見
を
紹
介
す
る
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
既
に

『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
で
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
屋
上
屋
を
重

ね
る
謗
り
は
免
れ
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
熟
覧
調
査
の
報
告
と
し
て
も
、
充
分
責
任
を
果

た
し
て
い
る
も
の
か
ど
う
か
心
許
な
い
。
た
だ
、
若
干
新
た
な
観
察
結
果
を
付
け
加
え

得
る
の
と
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
の
私
見
を
申
し
述
べ
る
の
が
拙
文
を
ま
と
め
た
趣
旨

で
あ
る
。
諸
賢
の
忌
憚
の
な
い
ご
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。
末
尾
な
が
ら
、
熟
覧
に
つ
い
て

ご
高
配
を
賜
っ
た
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
当
局
に
対
し
、
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
る
。

一

韓
国
形
見
解
に
つ
い
て

（
一
）
概
要

熟
覧
の
結
果
得
ら
れ
た
観
察
知
見
を
、
以
下
若
干
の
説
明
を
交
え
つ
つ
列
記
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。
は
し
が
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
因
幡
国
戸
籍
は
現
状
で
は
裏
面
の
韓

国
形
見
解
の
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
因
幡
国
戸
籍
に
関
す
る
検
討
と
し
て
は
迂

遠
で
は
あ
る
が
、
完
存
す
る
韓
国
形
見
解
に
関
す
る
知
見
か
ら
先
に
紹
介
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

韓
国
形
見
解
は
、
正
倉
院
文
書
正
集
第
二
九
巻
裏
、
第
一
八
紙
か
ら
第
一
五
紙
ま
で

の
原
形
を
保
つ
四
紙
か
ら
な
る
（
挿
図
1
。
な
お
、
以
下
、
言
及
し
て
い
る
面
を
基
準

と
す
る
相
対
的
な
表
裏
を
除
き
、
単
に
表
、
裏
と
い
う
場
合
に
は
、
現
在
の
正
集
の
状

態
に
お
け
る
客
観
的
、
絶
対
的
な
表
・
裏
を
い
う
）。
第
一
八
紙
に
「
韓
国
形
見
解

申

奉
校
経
用
紙
事
」
と
書
き
出
し
、
第
一
六
紙
末
尾
に
「
以
前
発
去
正
月
廿
四
日
迄
于
三

月
卅
日
所
勘
校
如
件
以
解
」
と
書
き
止
め
、
公
式
令
の
規
定
通
り
に
文
書
の
末
尾
の
第

一
五
紙
に
「
宝
亀
三
年
三
月
卅
日
」
と
日
付
を
記
す
。
次
行
の
「
勘
常
世
真
吉
」
は
、

こ
の
解
の
内
容
を
写
経
所
内
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
し
た
際
の
も
の
で
、「
常
世
真
吉
」
の

み
本
文
と
異
筆
、
す
な
わ
ち
、
確
認
者
の
自
署
と
み
ら
れ
る
。

（１９９）

（
二
）
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挿図1 韓国形見解（中倉15正集第29巻裏 第18紙～第15紙）
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（
三
）
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（
二
）
第
一
八
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
八
紙
に
は
、
縦
折
界
が
四
行
（
裏
に
折
山
。
以
下
、
行
数
は
こ
の
面
の
記
載
に

用
い
た
縦
界
に
よ
り
、「
第
○
行
」
と
数
え
る
。
本
文
を
指
す
場
合
は
、「
本
文
○
行

目
」
と
記
す
こ
と
と
す
る
）
あ
る
。
界
幅
は
、
第
一
行
二
三
㎜
（
以
下
、
①
二
三
、
の

よ
う
に
表
記
す
る
。
縦
界
幅
の
計
測
位
置
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
料
紙
中
央
の
因

幡
国
戸
籍
の
上
か
ら
三
条
目
の
横
押
界
〔
第
三
界
線
と
称
す
る
〕
の
位
置
。
ま
た
、
本

稿
で
は
、
以
下
長
さ
の
単
位
を
省
略
し
て
い
る
場
合
の
単
位
は
、
全
て
㎜
で
あ
る
）、
②

二
四
、
③
二
二
、
④
二
五
で
、
第
一
行
の
一
部
は
、
右
端
上
に
貼
り
継
が
れ
た
新
補
白

紙
の
下
に
入
る
。
こ
の
折
界
は
、
因
幡
国
戸
籍
面
用
の
縦
界
（
折
界
）
と
は
別
に
、
裏

面
の
韓
国
形
見
解
用
に
新
た
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
因
幡
国
戸
籍
面
の
縦
折
界
は

計
五
行
、
幅
は
末
尾
を
除
き
概
ね
一
九
㎜
で
、
裏
面
に
比
べ
る
と
か
な
り
狭
く
な
っ
て

い
る
（
詳
細
後
述
）。

界
線
の
状
況

と
こ
ろ
で
、
韓
国
形
見
解
の
本
文
の
記
載
は
、
裏
の
縦
折
界
の
中
央
で

は
な
く
、
縦
折
界
の
行
の
左
に
寄
っ
て
い
る
。
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
と
か
な
り
錯
綜

し
て
い
る
関
係
で
、
裏
面
用
に
引
か
れ
た
縦
界
が
実
際
の
記
載
の
目
安
と
し
て
は
あ
ま

り
役
立
っ
て
い
な
い
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

横
界
は
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
段
目
の
記
載
の
書
き
出
し
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
計

五
条
あ
る
横
押
界
の
う
ち
、
上
か
ら
三
条
目
の
横
押
界
（
第
三
界
線
）
を
転
用
し
て
書

き
出
し
の
高
さ
を
揃
え
て
い
る
（『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
で
既
に
指
摘
が
あ
る
。

以
下
、
そ
の
場
合
に
は
「（
影
）」
と
註
記
す
る
こ
と
と
す
る
）。

本
文
三
行
。
本
文
二
行
目
「
巻
」
は
擦
消
書
直
（
影
。
原
字
不
詳
）。

（
三
）
第
一
七
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
七
紙
に
は
、
縦
折
界
を
一
七
行
確
認
で
き
る
（
裏
に
折
山
）
。
界
幅
は
、
①
二
二
、

②
二
二
、
③
二
二
、
④
二
二
、
⑤
二
二
、
⑥
二
二
、
⑦
二
二
、
⑧
二
二
、
⑨
二
三
、
⑩

二
三
、
⑪
二
一
、
⑫
二
二
、
⑬
二
四
、
⑭
二
二
、
⑮
二
三
、
⑯
二
三
、
⑰
二
三
。
第
一

八
紙
と
は
異
な
り
、
第
一
七
紙
裏
の
縦
界
は
新
た
に
付
し
た
も
の
で
は
な
く
、
因
幡
国

戸
籍
の
縦
折
界
を
流
用
し
て
い
る
。
第
八
行
・
第
九
行
付
近
の
よ
う
に
折
目
が
二
重
に

見
え
る
箇
所
も
あ
る
か
ら
、
折
り
直
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦

折
界
を
基
本
的
に
流
用
し
て
い
る
点
は
動
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
表
裏
で
界
線

の
上
で
は
行
数
は
同
じ
一
七
行
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
八
紙
と
の
接
続

第
一
八
紙
と
の
接
続
は
、
韓
国
形
見
解
の
最
終
形
態
と
し
て
は

原
形
を
保
つ
が
、
本
文
一
行
目
の
割
書
右
行
「
十
巻
用
紙
」
の
「
紙
」
の
最
終
画
の
右

撥
ね
の
中
間
部
分
が
第
一
八
紙
の
下
に
入
っ
て
隠
れ
て
お
り
、
撥
ね
る
手
前
と
撥
ね
の

最
上
部
の
み
顔
を
出
し
て
い
る
（
影
）。
し
た
が
っ
て
、
第
一
八
紙
に
書
か
れ
て
い
る
書

き
出
し
の
経
巻
数
及
び
用
紙
の
集
計
部
分
と
、
第
一
七
紙
本
文
一
行
目
か
ら
始
ま
る
経

巻
名
の
列
記
部
分
と
は
、
こ
の
順
に
一
気
に
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
経
巻
の
内
訳
部

分
が
ま
ず
書
か
れ
、
そ
の
完
成
後
に
、
今
あ
る
第
一
八
紙
の
集
計
部
分
を
あ
と
か
ら
貼

り
継
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
継
目
で
内
容
が
分
か
れ
る
の
は
偶
然
で
は
な
く
、
こ
う
し

た
文
書
の
成
立
過
程
を
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
因
幡
国
戸
籍
面
に
お
い
て
第
一
七
紙
と
第
一
八
紙
の
間
に
断
絶
が
あ

る
こ
と
と
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
料
紙
も
第
一
八
紙
が
や
や
黄
褐
色
を
呈
す
る
の
に

対
し
、
第
一
七
紙
は
こ
れ
に
比
べ
る
と
や
や
白
っ
ぽ
く
見
え
る
。
同
じ
因
幡
国
戸
籍
で

は
あ
っ
て
も
別
の
部
分
を
切
り
取
り
、
集
計
部
分
の
料
紙
と
し
て
冒
頭
に
貼
り
継
い
だ

（１９７）

（
四
）
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の
で
あ
っ
て
、
因
幡
国
戸
籍
の
断
絶
が
、
韓
国
形
見
解
の
作
成
過
程
で
生
じ
た
こ
と
が

こ
れ
に
よ
り
判
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
韓
国
形
見
解
の
成
立
過
程
は
、
因
幡
国
戸
籍

の
原
形
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
情
報
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
韓
国
形
見
解

の
全
体
像
を
振
り
返
る
際
に
、
再
度
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

表
裏
と
別
の
折
目

さ
て
、
第
一
七
紙
に
は
、
因
幡
国
戸
籍
に
由
来
す
る
縦
折
界
、
及

び
そ
れ
を
転
用
し
た
韓
国
形
見
解
の
縦
折
界
と
は
別
の
折
目
が
二
箇
所
に
存
在
す
る
。

折
目
Ａ

一
つ
は
第
四
行
で
あ
る
。「
大
乗
経
雑
�
八
帙
〈
八
巻
用
紙
／
百
�
七
張
〉

宝
雨
経
〈
十
巻
用
紙
／
百
七
十
八
張
〉」
の
記
載
の
右
側
、
一
部
割
書
右
行
に
か
か
る
位

置
に
あ
る
折
目
で
あ
る
。
折
山
は
表
の
因
幡
国
戸
籍
の
面
に
あ
り
、
韓
国
形
見
解
の
面

は
明
瞭
な
谷
に
な
っ
て
お
り
、
折
目
は
比
較
的
強
い
（
以
下
、
こ
の
折
目
を
、
折
目
Ａ

と
称
す
る
。
挿
図
2
）。

位
置
は
、
天
で
第
四
行
右
側
の
縦
折
界
か
ら
五
㎜
左
の
位
置
よ
り
始
ま
り
、
地
で
は

縦
折
界
か
ら
僅
か
に
左
に
ず
れ
た
位
置
で
終
わ
る
。
紙
端
か
ら
の
位
置
（
継
目
か
ら
）

は
、
天
で
七
三
㎜
、
地
で
六
六
㎜
、
中
央
で
七
〇
㎜
。
韓
国
形
見
解
全
体
の
端
か
ら
で

は
天
で
一
七
〇
㎜
、
地
で
一
六
四
㎜
、
中
央
で
一
六
五
㎜
を
計
る
（
韓
国
形
見
解
の
本

来
の
端
と
し
て
、
新
補
紙
に
隠
れ
た
部
分
も
含
め
る
）。

折
目
Ｂ

も
う
一
つ
は
第
一
三
行
で
あ
る
。「
瑜
伽
論
五
十
三
帙
〈
三
巻
用
紙
／
五
十
七

張
〉

摩
訶
槃
若
経
三
帙
〈
七
巻
用
紙
／
百
卅
三
張
〉」
の
記
載
の
ち
ょ
う
ど
中
央
部
に

あ
る
折
目
で
あ
る
。
折
目
Ａ
と
同
様
に
表
面
が
折
山
の
よ
う
に
も
み
ら
れ
る
が
、
折
目

Ａ
に
比
べ
る
と
折
目
は
明
瞭
で
は
な
い
。
実
は
こ
の
折
目
の
表
裏
が
不
明
確
な
の
は
理

由
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
詳
細
は
因
幡
国
戸
籍
面
の
考
察
で
詳
述
す
る
が
、
こ
の
折

目
は
韓
国
形
見
解
と
し
て
再
利
用
す
る
よ
り
も
以
前
に
、
因
幡
国
戸
籍
の
面
を
谷
と
し

て
（
す
な
わ
ち
折
目
Ａ
と
は
逆
）
折
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
以
下
、

こ
の
折
目
を
、
折
目
Ｂ
と
称
す
る
）。

位
置
は
、
天
で
第
一
三
行
右
側
の
縦
折
界
か
ら
一
二
・
五
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら

一
一
㎜
、
地
で
右
側
か
ら
七
㎜
、
左
側
か
ら
一
六
㎜
を
計
る
。
ま
た
、
折
目
Ａ
と
の
間

隔
は
、
天
で
二
〇
九
㎜
、
地
で
二
一
〇
㎜
、
中
央
で
二
〇
九
㎜
を
計
る
。

（
四
）
第
一
六
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
六
紙
に
は
縦
折
界
を
二
三
行
確
認
で
き
る
（
裏
に
折
山
）。
界
幅
は
、
①
二
三
、

②
二
五
、
③
二
三
、
④
二
三
、
⑤
二
六
、
⑥
二
三
、
⑦
二
三
・
五
、
⑧
二
四
、
⑨
二
三
、

⑩
二
三
、
⑪
二
四
、
⑫
二
四
・
五
、
⑬
二
六
、
⑭
二
二
・
五
、
⑮
二
三
、
⑯
二
三
、
⑰

二
四
、
⑱
二
四
、
⑲
二
三
、
⑳
二
三
、
㉑
二
二
、
㉒
二
二
、
㉓
二
二
。

界
線
の
状
況

因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
は
裏
面
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
裏
面
の

韓
国
形
見
解
用
の
縦
界
線
と
し
て
、
第
一
八
紙
と
同
様
に
因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
と
は

別
の
位
置
に
、
新
た
に
縦
折
界
を
施
し
て
い
る
（
こ
の
界
線
も
、
同
様
に
反
対
面
の
因

幡
国
戸
籍
面
で
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
）。

挿図2 韓国形見解 折目Ａ
（第17紙第4行）

（１９６）

（
五
）
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第
一
行
は
、
第
一
七
紙
と
の
紙
継
目
（
上
に
な
っ
て
い
る
右
側
の
第
一
七
紙
左
端
）

を
右
界
線
と
し
て
用
い
、
左
界
線
は
因
幡
国
戸
籍
第
一
六
紙
第
二
四
行
の
本
文
「
妹
伊

福
部
廣
女
年
廿
八

正
女
」
の
ほ
ぼ
直
上
に
相
当
す
る
位
置
に
、
新
た
に
縦
折
界
を
施

し
て
い
る
。
第
二
行
以
下
は
、
こ
れ
を
基
準
と
し
て
因
幡
国
戸
籍
よ
り
若
干
広
い
界
幅

で
、
順
次
縦
界
線
を
施
し
て
い
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
第
一
六
紙
は
表
裏
で
行
数
が

異
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
因
幡
国
戸
籍
は
二
五
行
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
韓
国
形
見

解
で
は
こ
れ
よ
り
若
干
少
な
い
二
三
行
分
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
二
三
行
の
左
側

の
界
線
は
、
第
一
五
紙
端
に
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
行
は
第
一
五
紙
と
ま
た
が
る
形
で

構
成
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）。

一
方
横
界
線
に
つ
い
て
は
、
縦
界
線
と
は
状
況
が
異
な
り
、
因
幡
国
戸
籍
の
横
押
界

が
裏
面
か
ら
も
視
認
で
き
（
因
幡
国
戸
籍
の
横
押
界
は
因
幡
国
戸
籍
の
面
か
ら
か
な
り

明
瞭
に
き
つ
く
押
さ
れ
て
い
る
）、
裏
で
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
書
き
出
し
位
置
の
目
安

と
し
て
用
い
て
い
る
。

表
裏
と
別
の
折
目

さ
て
、
第
一
六
紙
に
も
、
第
一
七
紙
に
見
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、

因
幡
国
戸
籍
に
由
来
す
る
縦
折
界
、
及
び
新
た
に
付
け
ら
れ
た
韓
国
形
見
解
の
縦
折
界

と
も
異
な
る
別
の
折
目
が
、
三
カ
所
に
あ
る
。

折
目
Ｃ

第
一
は
、
第
五
行
で
あ
る
。「
大
乗
雑
卅
二
帙
〈
上
下
二
巻
用
紙
／
卅
八
張
〉

大
智
度
論
七
帙
〈
一
巻
用
紙
／
廿
四
張
〉」
の
記
載
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
折
目
で
あ
る
。

あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
折
山
は
表
面
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
韓
国
形
見
解
の
面
が
谷

に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
以
下
、
こ
の
折
目
を
、
折
目
Ｃ
と
称
す
る
）。

位
置
は
、
天
で
第
五
行
右
側
の
縦
折
界
か
ら
一
一
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら
か
ら
一

五
㎜
、
地
で
右
側
の
縦
折
界
か
ら
一
〇
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら
一
六
㎜
の
位
置
に
あ

る
。
ま
た
、
折
目
Ｂ
と
の
間
隔
は
、
天
で
二
一
二
㎜
、
地
で
二
一
五
㎜
、
中
央
で
二
一

三
㎜
を
計
る
。
第
一
六
紙
の
紙
端
か
ら
計
る
と
、
天
で
一
〇
七
㎜
、
地
で
一
〇
六
㎜
、

中
央
で
も
一
〇
六
㎜
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
韓
国
形
見
解
第
五
行
に
は
、
折
目
Ｃ
と
は
別
に
、
第
五
行
右
側
の
縦
折

界
と
の
間
に
、
こ
の
面
か
ら
は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
が

認
め
ら
れ
る
。
位
置
は
上
部
で
は
、
割
書
右
行
の
「
上
下
二
巻
用
紙
」
の
中
央
に
か
か

る
位
置
で
、
下
で
右
に
振
れ
て
お
り
、
下
部
の
記
載
に
は
か
か
ら
ず
、
下
端
で
は
、
右

側
の
縦
折
り
界
の
位
置
で
収
束
し
て
い
る
。

折
目
Ｄ

第
二
は
、
第
一
三
行
で
あ
る
。「
大
乗
雑
五
十
五
帙
〈
四
巻
用
紙
／
卅
八
張
〉

大
乗
雑
卅
七
帙
〈
二
巻
用
紙
／
八
張
〉」
の
記
載
の
左
、
左
側
の
界
線
と
の
間
に
あ
る
折

目
で
あ
る
。
折
山
は
表
面
に
あ
り
、
韓
国
形
見
解
の
面
が
か
な
り
明
瞭
に
谷
に
な
っ
て

い
る
の
が
確
認
で
き
る
（
以
下
、
こ
の
折
目
を
、
折
目
Ｄ
と
称
す
る
）。

位
置
は
、
天
で
第
一
三
行
右
側
の
縦
折
界
か
ら
二
三
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら
一
㎜
、

地
で
右
側
の
縦
折
界
か
ら
一
八
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら
九
㎜
の
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、

折
目
Ｃ
と
の
間
隔
は
、
天
で
二
〇
三
㎜
、
地
で
二
〇
〇
㎜
、
中
央
で
二
〇
二
㎜
を
計
る
。

ち
な
み
に
、
韓
国
形
見
解
第
一
三
行
に
は
、
折
目
Ｄ
と
は
別
に
、
第
一
三
行
記
載
の

ほ
ぼ
中
央
に
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
が
認
め
ら
れ
る
。

折
目
Ｅ

第
三
は
、
第
二
二
行
で
あ
る
。
こ
の
行
は
経
典
名
を
列
記
し
た
部
分
の
末
尾

「
放
光
槃
若
経
一
帙
〈
七
巻
用
紙
／
百
卅
四
張
〉

又
部
〈
十
巻
用
紙
／
百
八
十
八

張
〉」
と
、
書
き
止
め
文
言
の
「
以
前
発
去
正
月
廿
四
日
迄
于
三
月
卅
日
所
勘
校
如
件
以

解
」
と
の
間
の
空
白
の
一
行
に
あ
た
る
。
こ
の
行
に
は
下
で
右
に
振
れ
る
縦
折
界
が
二

条
認
め
ら
れ
、
こ
の
う
ち
左
側
は
因
幡
国
戸
籍
の
も
の
、
右
側
が
表
裏
と
は
別
の
折
目

（１９５）

（
六
）
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に
あ
た
る
。
明
瞭
で
は
な
い
が
折
山
は
表
面
に
あ
り
、
韓
国
形
見
解
の
面
が
谷
に
な
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
（
以
下
、
こ
の
折
目
を
、
折
目
Ｅ
と
称
す
る
）。

位
置
は
、
天
で
第
二
二
行
右
側
の
縦
折
界
か
ら
一
八
・
五
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら

か
ら
四
・
五
㎜
、
地
で
右
側
の
縦
折
界
か
ら
九
㎜
、
左
側
の
縦
折
界
か
ら
一
二
㎜
の
位

置
に
あ
る
。
す
ぐ
左
に
あ
る
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
と
の
間
隔
は
、
天
で
五
㎜
、
地
で

三
㎜
を
計
る
。
折
目
Ｄ
と
の
間
隔
は
、
天
で
二
〇
六
㎜
、
地
で
二
〇
五
㎜
、
中
央
で
も

二
〇
五
㎜
を
計
る
。
ま
た
、
韓
国
形
見
解
左
端
（
第
一
五
紙
左
端
）
ま
で
の
距
離
（
新

補
白
紙
の
下
に
重
な
る
部
分
も
含
め
る
）
は
、
天
で
一
四
九
㎜
、
地
で
一
五
四
㎜
、
中

央
で
一
五
二
㎜
を
計
る
。

（
五
）
第
一
五
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
五
紙
に
は
縦
折
界
を
五
行
確
認
で
き
る
。
界
幅
は
、
①
二
三
、
②
二
四
、
③
二

七
、
④
二
二
、
⑤
一
〇
。

界
線
は
、
第
一
八
紙
や
第
一
六
紙
と
同
様
に
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
と
は
別
の
位

置
に
、
新
た
に
縦
折
界
を
施
し
て
い
る
。
し
か
も
、
第
一
六
紙
の
縦
折
界
と
一
連
で
、

第
一
五
紙
の
最
初
の
界
線
は
、
第
一
六
紙
と
第
一
五
紙
の
継
目
（
第
一
六
紙
が
上
）
か

ら
僅
か
数
㎜
の
位
置
に
施
さ
れ
て
い
る
。
先
に
第
一
六
紙
第
二
三
行
の
幅
は
二
二
㎜
と

示
し
た
が
、
実
は
そ
の
左
端
は
一
部
第
一
五
紙
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
第
一
六
紙
か
ら
第
一
五
紙
に
か
け
て
の
韓
国
形
見
解
の
面
の
た
め
の
新
し
い
界
線

は
、
両
紙
が
接
続
し
た
状
態
で
一
括
し
て
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
韓
国
形
見
解
の
界
線
と
比
べ
る
と
、
元
々
あ
っ
た
因
幡
国
戸
籍
の
側
の
界
線

は
、
韓
国
形
見
解
の
面
か
ら
見
て
、
地
で
右
に
大
き
く
振
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
一
六

紙
か
ら
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
が
、
第
一
五
紙
は
余
白
が
大
き
い
た
め
か
、
こ
の
傾
向

が
さ
ら
に
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。

（
六
）
韓
国
形
見
解
に
関
す
る
若
干
の
検
討

以
上
、
韓
国
形
見
解
の
形
を
中
心
と
す
る
個
別
の
知
見
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
わ

か
る
韓
国
形
見
解
全
体
に
関
わ
る
所
見
を
整
理
し
て
お
く
。

①
韓
国
形
見
解
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

韓
国
形
見
解
の
現
状
は
、
そ
の
成
立
時
の
最
終
形
態
を
保
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、

現
在
の
形
の
料
紙
を
用
意
し
て
書
き
継
い
で
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
徴
証
は
、

縦
界
線
（
折
界
）
の
状
況
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
八
紙
、
及
び
第
一
六
紙
・
第
一

五
紙
に
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
面
と
は
別
に
縦
折
界
を
施
し
て
い
る
が
、
第
一
七
紙
は
基

本
的
に
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
を
踏
襲
し
て
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
第
一
八
紙
と
第
一
七
紙
の
間
に
は
、
明
ら
か
な
断
絶
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

新
た
な
縦
界
線
の
有
無
に
加
え
、
第
一
七
紙
端
の
文
字
の
一
部
が
継
目
の
下
に
入
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
確
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
記
載
内
容
の
点
で
も
、
第
一
七
紙
以
降

が
経
典
名
を
列
記
す
る
内
訳
部
分
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
一
八
紙
は
解
の
書
き
出
し
と

全
体
の
集
計
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
首
肯
さ
れ
よ
う
。
第
一
八
紙
は
、
第
一
七
紙
以

降
の
経
典
名
の
内
訳
部
分
が
完
成
し
た
あ
と
、
韓
国
形
見
解
作
成
の
最
終
段
階
で
別
に

記
さ
れ
、
冒
頭
に
貼
り
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
第
一
七
紙
は
幅
三
九
・
四
㎝

（
影
）
で
、
全
紙
の
形
状
を
残
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
第
一
六
紙
の
五
五
・
五
㎝
（
影
）

に
比
べ
る
と
か
な
り
短
い
。
こ
の
た
め
、
第
一
七
紙
も
元
は
第
一
六
紙
同
様
全
紙
の
幅

（１９４）

（
七
）
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が
あ
っ
て
冒
頭
か
ら
書
い
て
あ
っ
た
が
、
数
字
の
訂
正
な
ど
何
ら
か
の
変
更
が
生
じ
た

た
め
、
第
一
六
紙
よ
り
短
い
約
一
六
㎝
分
を
切
断
し
て
取
り
除
き
、
代
わ
り
に
現
在
の

第
一
八
紙
を
貼
り
継
い
だ
と
い
う
想
定
も
全
く
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
差
し
替

え
た
第
一
八
紙
が
九
・
七
㎝
し
か
な
く
、
切
除
が
想
定
さ
れ
る
部
分
よ
り
か
な
り
短
い

の
が
や
や
難
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
第
一
七
紙
と
第
一
六
紙
の
間
に
つ
い
て
は
、
縦
界
線
の
状
況
は
、
因
幡
国
戸

籍
の
縦
界
線
を
踏
襲
し
た
第
一
七
紙
か
ら
、
新
た
に
韓
国
形
見
解
用
に
付
け
直
し
た
第

一
六
紙
へ
の
変
化
は
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
記
入
段
階
で
の
貼
り
継
ぎ
を
意
味
し
な

い
。
そ
の
ヒ
ン
ト
は
、
因
幡
国
戸
籍
面
の
こ
の
継
目
部
分
の
界
線
の
状
況
に
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
一
六
紙
末
尾
の
「
従
父
弟
伊
福
部
麻
呂
年
卅
二

正
丁
」

の
記
載
は
前
後
の
行
に
比
べ
て
窮
屈
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
縦
折
界
の
状
況

に
規
制
さ
れ
た
も
の
で
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
一
六
紙
縦
折
界
に
よ
る
各
行
が
概
ね
二
〇

㎜
か
ら
二
二
㎜
の
幅
で
あ
る
の
に
対
し
、
末
尾
の
第
二
五
行
の
み
は
、
一
三
㎜
の
幅
し

か
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
七
紙
の
縦
折
界
は
紙
端
か
ら
通
常
通
り
に
付
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
第
一
六
紙
末
尾
の
記
載
は
自
ず
と
窮
屈
な
書
き
方
を
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
わ
け
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
が
、
料
紙
の
貼
り
継
ぎ
以
前

に
、
単
体
の
状
態
に
あ
る
段
階
で
、
紙
ご
と
に
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
）。

こ
う
し
た
状
態
に
あ
る
因
幡
国
戸
籍
の
裏
面
の
余
白
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
当
初

は
因
幡
国
戸
籍
の
縦
折
界
を
利
用
し
て
こ
れ
を
踏
襲
す
る
形
で
記
載
を
続
け
、
第
一
七

紙
末
尾
の
第
一
七
行
ま
で
記
入
を
続
け
て
い
っ
た
と
こ
ろ
、
第
一
六
紙
最
初
の
行
（
因

幡
国
戸
籍
の
第
一
六
紙
末
尾
の
行
）
の
幅
が
異
常
に
狭
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
割
書
も

あ
る
経
巻
名
記
載
に
は
不
都
合
と
判
断
し
、
第
一
七
紙
の
行
幅
に
準
じ
る
形
で
、
第
一

六
紙
以
降
に
新
た
に
縦
折
界
を
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
第
一
八
紙
の
元
々
の
所
在
に
つ
い
て
も
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
第
一
八
紙
に
は
因
幡
国
戸
籍
と
は
異
な
る
縦
折
界
が
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

新
た
な
縦
折
界
を
施
す
こ
と
な
く
書
き
出
し
た
第
一
七
紙
よ
り
も
前
（
韓
国
形
見
解
の

面
か
ら
見
て
）
の
部
分
で
は
あ
り
得
な
い
。
従
っ
て
、
第
一
七
紙
よ
り
も
後
の
部
分
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
、
第
一
六
紙
・
第
一
五
紙
が
元
の
接
続
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
五
紙
よ
り
も
後
の
部
分
（
因
幡
国
戸
籍
の
面
で
い
う
な
ら
、

第
一
五
紙
よ
り
も
前
の
部
分
）
を
切
っ
て
き
て
、
貼
り
継
い
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

恐
ら
く
、
韓
国
形
見
解
を
書
き
出
す
段
階
で
、
一
定
量
の
料
紙
を
用
意
し
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
末
尾
は
ま
だ
因
幡
国
戸
籍
か
ら
切
断
せ
ず
に
ロ
ー
ル
の

状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
第
一
八
紙
の
書
き
出
し
・
集
計
部
分
を
付
加

す
る
に
際
し
、
そ
う
し
た
末
尾
部
分
の
余
白
が
用
い
ら
れ
た
と
み
て
大
過
あ
る
ま
い
。

こ
の
こ
と
は
、
因
幡
国
戸
籍
に
つ
い
て
の
原
形
復
元
の
素
材
と
も
な
り
得
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
二
の
因
幡
国
戸
籍
の
検
討
の
項
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

②
韓
国
形
見
解
の
保
管
形
態

前
述
の
よ
う
に
、
現
在
第
一
七
紙
と
第
一
六
紙
に
は
、
韓
国
形
見
解
の
界
線
と
も
、

因
幡
国
戸
籍
の
界
線
と
も
異
な
る
折
目
が
、
全
部
で
五
カ
所
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
七
紙
に
折
目
Ａ
、
折
目
Ｂ
の
二
カ
所
、
第
一
六
紙
に
折
目
Ｃ
、
折
目
Ｄ
、
折
目
Ｅ
の

三
カ
所
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
折
目
Ａ
と
折
目
Ｄ
は
韓
国
形
見
解
の
面
が
谷
に
な
っ
て
い

る
の
が
明
瞭
で
、
折
目
が
強
い
。
一
方
折
目
Ｂ
・
折
目
Ｃ
・
折
目
Ｅ
は
、
韓
国
形
見
解

の
面
が
谷
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
不
明
瞭
で
断
定
は
難
し
い
。

（１９３）

（
八
）
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折目E

15

149149

152152

154154

206206

205205

205205

203203

202202

200200

212212

213213

215215

209209

209209

210210

170170

165165

164164

16 17 18

折目D 折目C 折目B 折目A

こ
れ
ら
の
折
目
の
位
置
を
、
そ
の
間
隔
（
前
述
）
と
と
も
に
模
式
的
に
示
す
と
、
挿

図
3
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
隣
り
合
う
折
目
ど
う
し
が
、
二
〇

〇
㎜
か
ら
二
一
五
㎜
ま
で
の
ほ
ぼ
一
定
の
間
隔
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
折
目
は
、

表
裏
の
縦
界
線
と
は
無
関
係
な
折
目
で
あ
る
か
ら
、
韓
国
形
見
解
の
完
成
以
後
に
付
け

ら
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
韓
国
形
見
解
の
保
管
形
態
を
示
す
と
み
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
韓
国
形
見
解
は
概
ね
六
つ
折
り
に
さ
れ
て
保
管
さ

れ
て
い
た
と
の
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
具
体
的
な
折
り
方
に
つ
い
て
は
、
山
か
谷
か
の
判
断
が
難
し
い
部
分
も
あ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
が
可
能
で
、
な
お
一
考
を
要
す
る
。
折
目
Ｄ
の
状
況
（
韓
国
形
見

解
の
面
に
か
な
り
き
つ
い
谷
が
観
察
で
き
る
）
か
ら
み
る
と
、
韓
国
形
見
解
の
末
尾
か

ら
韓
国
形
見
解
を
内
側
に
し
て
、
折
目
Ｅ
、
折
目
Ｄ
の
順
に
折
り
返
す
と
こ
ろ
ま
で
は

認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
天
・
地
・
中
央
い
ず
れ
で
計
っ
て
も
折
目
Ｄ
―
Ｅ

の
長
さ
よ
り
折
目
Ｃ
―
Ｄ
の
長
さ
が
最
大
五
㎜
と
は
い
え
短
い
こ
と
は
、
折
目
Ｃ
の
表

裏
が
不
明
瞭
な
こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
折
目
Ｅ
・
折
目
Ｄ
に
引
き
続
き
折
目
Ｃ
を
韓
国

形
見
解
の
面
を
谷
に
し
て
折
り
返
し
た
と
考
え
る
に
は
障
害
と
な
る
。

一
方
、
韓
国
形
見
解
の
端
に
つ
い
て
は
、
折
目
Ａ
の
状
況
（
韓
国
形
見
解
の
面
に
か

な
り
き
つ
い
谷
が
観
察
で
き
る
）
か
ら
み
る
と
、
韓
国
形
見
解
の
冒
頭
か
ら
韓
国
形
見

解
を
内
側
に
し
て
折
目
Ａ
で
折
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
表

裏
は
不
明
瞭
だ
が
、
引
き
続
き
折
目
Ｂ
で
内
側
に
折
り
返
し
た
と
し
て
も
、
長
さ
の
点

で
は
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
あ
と
折
目
Ｃ
で
韓
国
形
見
解
の
面
を
山
に
し
て

折
り
返
せ
ば
、
は
た
し
て
そ
の
よ
う
な
複
雑
な
折
り
方
を
す
る
も
の
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
、
形
状
と
し
て
は
矛
盾
は
生
じ
な
い
。

挿図3 韓国形見解 折目模式図

（１９２）

（
九
）
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韓
国
形
見
解
の
端
に
あ
た
る
第
一
八
紙
右
に
は
糊
跡
が
確
認
で
き
る
か
ら
（
影
）、

奉
写
一
切
経
所
の
文
書
と
し
て
何
ら
か
の
形
で
貼
り
継
が
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、

ま
た
最
終
的
な
折
り
方
に
は
な
お
検
討
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
韓
国
形
見
解
が
単

体
と
し
て
六
つ
折
り
で
保
管
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
認
め

て
よ
か
ろ
う
。

二

因
幡
国
戸
籍
に
つ
い
て

（
一
）
概
要

因
幡
国
戸
籍
は
、
一
で
所
見
を
述
べ
た
韓
国
形
見
解
の
紙
背
文
書
と
し
て
伝
来
し
た
。

韓
国
形
見
解
と
し
て
は
完
成
形
態
を
保
っ
て
い
る
が
、
因
幡
国
戸
籍
と
し
て
は
二
つ
の

断
簡
か
ら
な
る
。
正
集
第
一
五
紙
か
ら
第
一
七
紙
ま
で
の
第
一
断
簡
と
、
第
一
八
紙
の

第
二
断
簡
で
あ
り
、
両
者
は
内
容
的
に
接
続
し
な
い
（
挿
図
4
）。

記
載
は
第
一
断
簡
に
五
〇
行
（
行
間
の
挿
入
記
載
を
含
む
。
抹
消
行
を
除
く
）
、
第
二

断
簡
に
六
行
が
認
め
ら
れ
、
国
印
や
倉
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
公
文
書
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
擦
消
訂
正
や
追
記
な
ど
が
多
数
認
め
ら
れ
、
完
成
し
た
文
書
か
ら
は
窺
う

こ
と
の
で
き
な
い
文
書
の
製
作
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
（
不

完
全
な
も
の
も
含
め
て
、
国
印
は
第
一
五
〜
第
一
七
紙
に
二
二
顆
、
第
一
八
紙
に
三
顆

の
計
二
五
顆
、
倉
印
は
第
一
五
〜
第
一
七
紙
に
一
〇
顆
、
第
一
八
紙
に
二
顆
の
計
一
二

顆
、
そ
れ
ぞ
れ
押
捺
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
状
況
を
模
式
的
に
挿
図
5
に
示
し
た
）。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
既
に
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、

因
幡
国
戸
籍
に
は
、
文
書
の
保
管
過
程
で
生
じ
た
と
み
ら
れ
る
墨
移
り
が
多
数
認
め
ら

れ
る
。
そ
れ
は
、
正
倉
院
文
書
と
し
て
伝
来
し
た
多
数
の
公
文
類
と
は
時
期
を
異
に
す

る
因
幡
国
戸
籍
の
よ
う
な
公
文
が
、
例
外
的
に
伝
来
し
た
背
景
と
も
関
連
す
る
か
も
知

れ
な
い
。
記
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
文
書

と
し
て
の
形
に
即
し
て
、
所
見
を
報
告
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
因
幡
国
戸
籍
の
本
文
の

行
数
は
、
料
紙
番
号
と
本
文
の
行
数
を
、
第
○
○
紙
本
文
第
△
行
の
よ
う
に
示
す
こ
と

と
す
る
。

（
二
）
第
一
五
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
五
紙
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
一
断
簡
の
第
一
紙
に
あ
た
る
。
前
述
の
よ
う
に
、

二
次
利
用
に
際
し
て
反
対
面
用
の
折
界
が
新
た
に
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
縦
折
界
が
錯

綜
し
て
い
る
が
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
と
し
て
、
七
行
分
の
折
界
を
認
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
界
幅
は
、
①
一
〇
、
②
二
四
、
③
二
一
、
④
一
九
、
⑤
二
〇
、
⑥
一
九
、
⑦

一
四
。

第
一
五
紙
の
因
幡
国
戸
籍
の
縦
押
界
は
、
地
で
左
に
大
き
く
振
っ
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
あ
る
。
第
七
行
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
、
こ
の
行
は
右
側
の
界
線
の
み
し
か
付
け

ら
れ
て
い
な
い
が
、
天
で
は
紙
奥
と
の
間
に
二
〇
㎜
の
距
離
が
あ
り
、
他
の
行
と
ほ
ぼ

同
じ
幅
を
確
保
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
で
は
界
線
が
左
に
振
っ
て
い
る
た
め
、

天
の
半
分
の
僅
か
一
〇
㎜
し
か
な
い
。
ま
た
、
第
一
行
は
切
断
の
た
め
、
地
で
は
端
か

ら
一
三
㎜
を
計
る
一
方
、
天
で
は
僅
か
四
㎜
分
し
か
残
存
せ
ず
、
文
字
も
部
分
的
に
し

か
残
ら
な
い
。

一
方
、
横
界
線
と
し
て
、
上
部
に
二
条
、
中
央
部
に
三
条
の
押
界
が
施
さ
れ
、
書
き

出
し
の
高
さ
の
目
安
と
さ
れ
て
い
る
。
横
押
界
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
正
倉
院
古
文
書

（１９１）

（
一
〇
）
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挿図4 因幡国戸籍（中倉15正集第29巻 第15紙～第18紙）
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倉倉倉

倉
倉

倉

倉

倉

倉

倉

倉

倉

18 17 16 15

影
印
集
成
』
の
解
説
に
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
行

第
一
行
は
、
前
述
の
よ
う
に
残
存
す
る
行
幅
が
狭
く
、
年
齢
区
分
の
部
分
の

み
が
「
進
男
」
と
読
め
る
程
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遺
存
の
し
か
た
を
す
る
の
は
、

縦
界
線
が
地
で
左
に
振
っ
て
い
る
状
況
で
、
端
（
韓
国
形
見
解
の
奥
）
が
韓
国
形
見
解

の
縦
界
線
に
合
わ
せ
て
切
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。「
進
男
」
は
中
男
の
年
齢
区
分
に

入
っ
た
こ
と
を
示
す
。
他
に
、
二
二
歳
の
者
に
「
進
丁
」
と
記
す
事
例
が
二
例
あ
る
（
第

一
七
紙
本
文
第
四
行
の
「
伊
福
部
袁
麻
呂
」
と
同
第
一
五
行
の
「
伊
福
部
弓
張
」）
か
ら
、

因
幡
国
戸
籍
が
藤
原
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
年
齢
区
分
が
一
歳
引
き
上
げ
ら
れ
た
七
五
七
年

（
天
平
宝
字
元
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
残
画
か
ら
の
解
読
は
難
し
い

が
、「
年
十
八
」
の
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

第
一
行
か
ら
第
三
行
に
か
け
て
因
幡
倉
印
（「
因
播
／
倉
印
」）
が
三
段
に
わ
た
り
計

四
顆
押
捺
さ
れ
て
い
る
（
影
。
五
八
×
五
七
㎜
）。
上
段
は
二
顆
重
な
っ
て
お
り
、
第
一

行
ま
で
で
収
ま
る
一
顆
の
印
影
の
左
端
と
、
第
三
行
の
文
字
の
中
央
部
分
に
ま
で
及
び

逆
に
右
端
を
少
し
欠
く
だ
け
の
も
う
一
顆
の
印
影
が
認
め
ら
れ
る
（
い
ず
れ
も
上
二
条

の
横
界
線
の
真
上
で
、
姓
の
二
文
字
目
ま
で
に
か
か
る
）。
中
段
は
左
端
が
第
二
行
右
側

の
縦
界
線
に
か
か
る
位
置
、
下
端
が
中
央
の
三
条
目
の
横
界
線
に
か
か
る
位
置
に
一
顆

（「
進
」
に
半
分
か
か
る
位
置
）、
下
段
は
こ
れ
よ
り
や
や
左
に
ず
れ
る
位
置
で
、
左
端

が
第
二
行
中
央
、
上
端
が
四
条
目
の
横
界
線
に
か
か
る
（「
男
」
の
全
体
に
か
か
る
）
位

置
に
あ
る
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
僅
か
の
ず
れ
で
三
段
に
並
ぶ
印
影
と
、
大
き
く
左

に
ず
れ
る
上
段
の
も
う
一
つ
の
印
影
と
い
う
位
置
関
係
に
な
る
。
岸
俊
男
氏
の
指
摘
の

よ
う
に
、
因
幡
倉
印
は
課
役
変
動
の
あ
っ
た
者
の
記
載
部
分
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
押
捺
も
、
第
一
行
に
「
進
男
」
の
記
述
が
あ
り
、

挿図5 因幡国戸籍 押印模式図
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（
一
二
）
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小
子
か
ら
中
男
に
年
齢
区
分
が
変
更
に
な
っ
た
人
物
が
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

但
し
、
上
段
に
位
置
を
ず
ら
し
て
二
顆
押
捺
し
て
い
る
理
由
は
明
ら
か
で
な
い
。
あ
る

い
は
、
次
に
述
べ
る
第
二
行
の
「
妹
神
部
小
女
」
の
右
側
に
擦
消
抹
消
が
あ
る
こ
と

（
影
）
と
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

第
二
行

第
二
行
の
本
文
「
妹
神
部
小
女
」
の
右
傍
に
擦
消
抹
消
の
痕
跡
が
あ
る

（
影
）
が
、
元
の
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。

第
三
行

第
三
行
の
本
文
「
寄
伊
福
部
足
女
年
六
十
七

耆
女
」
の
下
に
や
や
右
に
寄

せ
て
書
か
れ
た
「
右
頬
黒
子
」
は
墨
色
が
薄
い
。
別
筆
で
あ
り
、
後
か
ら
追
記
さ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
行
か
ら
第
六
行
に
か
け
て
、
因
幡
国
印
が
上
下
に
計
二
顆
押
捺

さ
れ
て
い
る
。
上
の
印
影
は
、
第
三
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
の
歴
名
の
四
文
字
目
付

近
か
ら
年
齢
の
大
半
に
重
な
る
部
分
に
あ
り
、
因
幡
国
印
の
印
影
の
右
上
は
、
第
三
行

ま
で
の
上
部
に
捺
さ
れ
た
因
幡
倉
印
の
左
下
よ
り
も
右
に
位
置
す
る
。
下
の
印
影
は
、

年
齢
区
分
か
ら
下
の
位
置
で
、
第
三
行
左
端
か
ら
第
六
行
の
文
字
に
完
全
に
重
な
る
位

置
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
下
の
印
影
は
縦
に
並
ぶ
の
で
は
な
く
、
下
の
印
影

は
一
行
分
ず
れ
た
位
置
に
あ
た
る
（
3
）。

第
四
行

第
四
行
の
本
文
「
寄
神
部
直
廣
女
年
十
九

少
女
」
の
「
寄
」
の
上
、
二
条

目
の
横
界
線
の
す
ぐ
上
の
位
置
に
、
僅
か
な
朱
の
墨
付
き
が
あ
る
。「
少
女
」
と
「
小

女
」
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、
中
男
に
相
当
す
る
年
齢
の
女
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

第
六
行
の
本
文
「
寄
伊
福
マ
當
女
年
七
十
一

耆
女
」
の
う
ち
、「
部
」
に
異
体
字

「
マ
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
因
幡
国
戸
籍
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
こ
の
記
載
の
下

に
や
や
右
に
寄
せ
て
書
か
れ
た
「
右
腕
无
」
は
第
三
行
の
「
右
頬
黒
子
」
と
同
様
に
墨

色
が
薄
く
、
別
筆
の
追
記
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
部
余
白
部
分
（
横
界
線
よ
り
上
）

に
、
墨
抹
さ
れ
た
「
未
」
の
記
載
が
あ
る
（
影
）。
身
体
註
記
の
追
記
と
関
わ
る
か
、
あ

る
い
は
こ
の
行
は
某
戸
の
末
尾
に
あ
た
る
の
で
（
次
行
か
ら
は
新
た
に
海
部
牛
麻
呂
の

戸
の
記
載
が
始
ま
る
）、
戸
全
体
の
記
載
の
未
完
成
を
意
味
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
因
幡
国
戸
籍
が
複
数
段
階
の
作
業
を
経
て
作
成
さ
れ
た
こ

と
を
示
す
註
記
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
も
い
わ
ば
身
分
変
動
や
身
体
特
徴
の
確
認
な
ど

の
実
際
の
作
業
工
程
を
反
映
し
た
歴
名
作
成
過
程
の
メ
モ
を
、
敢
え
て
擦
り
消
さ
ず
に

墨
抹
で
済
ま
せ
て
い
る
の
も
、
因
幡
国
戸
籍
な
ら
で
は
の
顕
著
な
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

第
七
行

第
七
行
の
本
文
は
「
戸
主
海
部
牛
麻
呂
戸
」
の
み
で
、
海
部
牛
麻
呂
本
人
に

関
す
る
記
載
で
は
な
く
、
戸
の
始
ま
り
を
示
す
見
出
し
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
「
部
」
の
第
五
画
に
あ
た
る
横
画
の
左
端
は
僅
か
だ
が
切
断
さ
れ
て
い
る
（
影
）。

し
か
し
、
第
一
五
紙
と
第
一
六
紙
の
継
目
に
記
さ
れ
た
、
韓
国
形
見
解
の
裏
封
で
あ
る

「
封
」・「
形
見
」・「
封
」
の
記
載
も
原
形
を
保
っ
て
い
る
（
影
）
だ
け
で
な
く
、
因
幡

国
戸
籍
の
第
一
五
紙
第
七
行
か
ら
第
一
六
紙
第
二
行
に
か
け
て
、
歴
名
の
三
文
字
目
か

ら
年
齢
記
載
部
分
に
捺
さ
れ
て
い
る
因
幡
国
印
の
印
影
の
接
続
に
も
不
自
然
な
と
こ
ろ

は
な
く
（
影
）、
ま
た
、
中
央
部
以
下
の
三
条
の
横
界
線
も
そ
れ
ぞ
れ
第
一
五
紙
側
の
界

線
が
僅
か
に
上
に
位
置
す
る
状
況
で
、
第
一
六
紙
側
か
ら
の
越
境
が
見
ら
れ
る
（
詳
細

後
述
）。
従
っ
て
、
因
幡
国
戸
籍
作
成
過
程
に
お
け
る
第
一
五
紙
左
端
の
切
断
が
あ
っ
た

可
能
性
は
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
因
幡
国
戸
籍
完
成
以
後
に
新
た
に
切
断
さ
れ
た
こ
と

は
な
く
、
韓
国
形
見
解
作
成
に
あ
た
っ
て
も
、
因
幡
国
戸
籍
の
貼
り
継
ぎ
に
手
を
加
え

た
痕
跡
は
認
め
が
た
い
で
あ
ろ
う
。

（１８８）

（
一
三
）
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な
お
、
第
七
行
本
文
が
「
戸
主
海
部
牛
麻
呂
戸
」
の
み
で
、
海
部
牛
麻
呂
本
人
に
関

す
る
記
載
が
な
い
こ
と
に
不
自
然
さ
を
見
出
す
向
き
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
確
か
に
第

一
六
紙
本
文
第
一
八
行
の
戸
主
伊
福
部
小
足
の
場
合
に
は
、
戸
主
本
人
の
年
齢
と
年
齢

区
分
の
記
載
を
伴
っ
て
お
り
、
不
統
一
を
み
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、

戸
主
本
人
の
記
載
を
伴
わ
な
い
戸
主
の
記
載
が
第
一
七
紙
本
文
第
九
行
に
も
あ
り

（「
戸
主
伊
福
部
古
麻
呂
戸
」）、
記
載
の
不
統
一
や
誤
り
を
想
定
す
べ
き
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
臆
測
す
る
な
ら
ば
、
伊
福
部
古
麻
呂
の
場
合
五
五
歳
の
男
子
伊
福
部
酒
人
が

い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
伊
福
部
古
麻
呂
の
年
齢
が
か
な
り
高
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と

が
参
考
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
回
の
造
籍
か
ら
因
幡
国
戸
籍
作
成
の
前
年
ま
で
の

間
に
、
戸
主
伊
福
部
古
麻
呂
が
死
亡
し
て
い
る
可
能
性
で
あ
る
。
海
部
牛
麻
呂
は
伊
福

部
古
麻
呂
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
二
八
歳
の
女
子
海
部
刀
自
売
が
お
り
、
相
応
の
年
齢

だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
戸
の
再
構
成
は
原
則
と
し
て
戸
籍
作
成
に
伴
う
作
業
で
あ
る
か

ら
、
戸
主
が
死
亡
し
て
も
次
回
の
戸
籍
作
成
ま
で
は
そ
の
戸
は
存
続
し
た
は
ず
で
あ
る
。

従
っ
て
、
死
去
か
ら
次
回
の
籍
年
ま
で
の
計
帳
歴
名
に
お
い
て
は
、
生
存
し
て
い
な
く

と
も
戸
主
と
し
て
登
場
し
て
し
か
る
べ
き
で
、
当
該
歴
名
作
成
の
前
年
ま
で
に
死
去
し

て
身
分
変
動
が
確
定
し
て
い
る
な
ら
ば
、
格
段
の
註
記
も
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
登
場
す
る
戸
主
三
人
の
う
ち
、
二
人
が
既
に
死

去
し
て
い
る
こ
の
因
幡
国
戸
籍
は
、
籍
年
直
後
よ
り
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
次
の
籍

年
に
近
い
時
点
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
第
一
六
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
六
紙
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
一
断
簡
の
第
二
紙
に
あ
た
る
。
こ
の
紙
も
、
二
次

利
用
に
際
し
て
、
韓
国
形
見
解
の
面
用
の
折
界
が
因
幡
国
戸
籍
の
面
を
谷
と
し
て
、
新

た
に
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
縦
折
界
が
錯
綜
し
て
い
る
。
因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
と
し

て
、
二
五
行
分
の
折
界
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
界
幅
は
、
①
二
三
、
②
二
一
、
③

二
四
、
④
二
三
、
⑤
二
二
・
五
、
⑥
二
三
、
⑦
二
〇
、
⑧
二
二
、
⑨
二
三
、
⑩
二
一
、

⑪
二
一
、
⑫
二
三
、
⑬
二
一
、
⑭
二
〇
、
⑮
二
五
、
⑯
二
三
、
⑰
二
二
、
⑱
二
三
、
⑲

二
二
、
⑳
二
三
、
㉑
二
一
、
㉒
二
二
、
㉓
二
三
、
㉔
二
一
・
五
、
㉕
一
三
。
第
一
六
紙

に
お
い
て
も
、
因
幡
国
戸
籍
の
縦
押
界
は
、
地
で
左
に
大
き
く
振
っ
て
い
る
と
い
う
特

徴
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
第
一
六
紙
の
初
め
の
数
行
の
よ
う
に
、
因
幡
国
戸
籍

の
縦
折
界
と
韓
国
形
見
解
の
縦
折
界
と
が
交
差
し
て
い
る
場
合
さ
え
あ
る
（
ほ
ぼ
垂
直

な
韓
国
形
見
解
の
界
線
に
対
し
、
因
幡
国
戸
籍
の
界
線
が
右
上
か
ら
左
下
に
向
け
て
横

切
る
）。

第
一
五
紙
と
の
接
続
は
、
第
一
五
紙
第
六
行
の
本
文
左
側
か
ら
第
一
六
紙
第
二
行
に

か
け
て
の
上
部
の
、
姓
末
尾
か
ら
年
齢
記
載
の
部
分
に
捺
さ
れ
た
国
印
の
連
続
か
ら
み

て
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
後
述
の
第
一
六
紙
と
第
一
七
紙
の
接
続
部
分
と
は
異
な
り
、

横
押
界
が
相
互
に
料
紙
に
ま
た
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
第
一
五
紙
の
横
押
界
は
五
本
と

も
第
一
五
紙
内
で
完
結
し
て
お
り
、
継
目
を
越
え
て
第
一
六
紙
に
及
ぶ
状
況
で
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
第
一
六
紙
の
横
押
界
は
、
上
部
の
第
一
・
第
二
界
線
は
、
い
ず
れ
も
継

目
を
越
え
て
第
一
五
紙
の
横
押
界
の
や
や
下
の
位
置
を
一
行
分
越
境
し
、
第
一
五
紙
第

七
行
右
側
の
縦
折
界
に
ま
で
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
部
の
第
三
・
第
五
界
線
に

至
っ
て
は
、
二
行
分
越
境
し
て
第
一
五
紙
第
六
行
右
側
の
縦
折
界
に
ま
で
達
し
て
い
る
。

継
目
が
原
形
を
保
っ
て
い
る
の
は
誤
り
な
い
が
、
特
に
第
一
六
紙
側
の
、
中
央
部
の
第

三
・
四
・
五
界
線
が
、
継
目
を
越
え
て
第
一
五
紙
に
及
ぶ
状
況
か
ら
み
て
、
横
押
界
を

（１８７）

（
一
四
）
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押
し
た
時
期
が
、
第
一
五
紙
は
第
一
六
紙
と
の
貼
り
継
ぎ
の
前
で
あ
る
の
に
対
し
、
第

一
六
紙
は
第
一
五
紙
と
の
貼
り
継
ぎ
後
で
あ
っ
て
、
両
者
で
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
行

第
二
行
の
「
男
海
部
男
年
十
六

小
子
」
と
あ
る
右
側
の
縦
折
界
の
左
に
、

こ
れ
と
ほ
ぼ
平
行
す
る
、
因
幡
国
戸
籍
と
も
韓
国
形
見
解
と
も
無
関
係
の
折
目
が
認
め

ら
れ
る
（
前
述
の
折
目
Ｅ
）。
因
幡
国
戸
籍
の
面
が
山
、
韓
国
形
見
解
の
面
が
谷
に
な
っ

て
い
る
。
右
側
の
縦
折
界
と
の
間
隔
は
、
天
で
一
㎜
、
地
で
二
・
五
㎜
を
計
る
。
な
お
、

こ
の
折
目
Ｅ
が
韓
国
形
見
解
の
保
管
形
態
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
点
は
、
韓
国
形
見
解

の
所
見
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

第
五
行

第
五
行
の
本
文
「
女
海
部
足
女
年
十
二

小
女
」
の
記
載
の
下
方
、
地
と
の

ほ
ぼ
中
間
の
位
置
に
、
朱
の
墨
付
き
が
あ
る
。

第
六
行

第
六
行
の
本
文
「
女
海
部
小
女
年
六

小
女
」
の
上
方
右
、
最
上
段
の
横
界

線
よ
り
上
に
、
朱
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
影
）。

第
一
〇
行

第
一
〇
行
の
本
文
「
寄
海
部
身
麻
呂
年
卅
四

残
丁
」
の
下
の
註
記
「
右

目
亡
」
は
、
本
文
と
同
じ
墨
色
で
、
本
文
と
同
時
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

第
一
一
行

第
一
一
行
の
本
文
「
妻
伊
福
部
小
足
女
年
卅

正
女
」
の
記
載
の
左
端
の

偏
に
か
か
る
位
置
に
、
因
幡
国
戸
籍
と
も
韓
国
形
見
解
と
も
無
関
係
の
折
目
が
認
め
ら

れ
る
（
前
述
の
折
目
Ｄ
）。
写
真
で
も
明
瞭
に
認
め
得
る
ほ
ど
の
折
目
で
、
因
幡
国
戸
籍

の
面
が
山
、
韓
国
形
見
解
の
面
が
谷
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
折
目
Ｄ
が
韓
国
形
見
解
の

保
管
形
態
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
点
は
、
韓
国
形
見
解
の
所
見
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

な
お
、
理
由
は
不
詳
だ
が
、
こ
の
折
目
付
近
を
境
に
し
て
、
因
幡
国
戸
籍
の
墨
色
が

濃
く
な
る
の
が
観
察
で
き
る
。
実
態
と
し
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
折
目
付
近
よ
り
前
の
因

幡
国
戸
籍
の
墨
色
が
薄
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
方
が
正
確
か
も
知
れ
な
い
。
日
焼
け
し

た
と
し
か
思
わ
れ
な
い
状
況
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
厳
密
に
言
え
ば
、
第
一
一

行
の
文
字
の
左
半
は
折
目
の
左
側
に
位
置
す
る
が
、
墨
色
の
褪
せ
は
、
第
一
一
行
の
文

字
全
体
に
及
ん
で
い
る
の
で
、
色
褪
せ
が
折
目
Ｄ
の
影
響
と
断
言
す
る
の
は
難
し
い
よ

う
で
あ
る
。

第
一
二
行

第
一
二
行
の
本
文
「
女
海
部
黒
女
年
七

小
女
」
の
上
方
や
や
右
、
最
上

段
の
横
界
線
よ
り
上
に
、
朱
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
影
）。「
小
女
」
の
下
の
余
白
に

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
数
文
字
分
程
度
認
め
ら
れ
る
。
位
置
か
ら
み
て
身
体

註
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
墨
移
り

の
転
写
元
に
あ
た
る
記
載
は
現
存
し
な
い
と
み
ら
れ
る
。

第
一
三
行

第
一
三
行
の
本
文
「
弟
海
部
得
安
年
廿
七

正
丁
」
の
下
の
註
記
「
兵

士
」
は
、
本
文
と
同
じ
墨
色
で
、
本
文
と
同
時
に
書
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

第
一
四
行

第
一
四
行
の
本
文
「
妻
海
部
直
橋
足
女
年
廿
三

正
女
」
の
「
海
」
は
擦

消
訂
正
（
影
）。
原
字
不
詳
。

第
一
五
行

第
一
五
行
の
本
文
「
男
海
部
長
田
年
二

緑
子
」
の
上
方
の
「
今
」
は
墨

色
が
薄
く
別
筆
。
ま
た
、「
男
」
の
右
直
上
に
短
い
墨
線
状
の
墨
点
が
あ
り
、
合
点
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
、
下
部
の
註
記
「
帳
後
生
」
は
、
墨
色
が
薄
く
、
別
筆
。

料
紙
下
端
の
、
第
一
三
行
の
右
界
線
か
ら
、
第
一
五
行
の
別
筆
「
帳
後
生
」
の
右
下

に
か
け
て
、
お
よ
そ
二
・
五
行
の
分
の
幅
で
、
因
幡
倉
印
（
朱
印
）
の
左
文
字
と
な
っ

た
転
写
元
不
明
の
印
影
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
。
但
し
、
第
一
一
行
か
ら
第
一
六

行
に
か
け
て
三
顆
ほ
ど
の
移
り
が
あ
る
と
す
る
。
第
一
五
行
の
本
文
「
部
長
」
と
第
一

六
行
の
本
文
「
部
真
」
の
間
の
位
置
に
僅
か
に
見
ら
れ
る
朱
の
汚
れ
も
こ
の
指
摘
に
相

当
す
る
か
）。
ま
た
、
第
一
六
行
の
本
文
と
の
間
に
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
あ

（１８６）

（
一
五
）
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り
（
影
）、「
男
海
部
長
」
の
左
側
の
位
置
に
、
三
、
四
文
字
分
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読

で
き
な
い
。
こ
の
墨
移
り
の
転
写
元
に
あ
た
る
記
載
は
現
存
し
な
い
（
影
）。

な
お
、
以
下
、
第
一
六
行
に
か
け
て
の
墨
移
り
に
つ
い
て
は
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印

集
成
』
の
解
説
に
、
そ
の
存
在
と
、
か
つ
て
第
一
七
紙
第
一
七
行
の
後
ろ
に
続
い
て
い

た
部
分
か
ら
の
移
り
で
あ
り
、
現
在
の
第
一
八
紙
に
は
こ
れ
に
対
応
す
る
墨
書
は
見
出

せ
な
い
旨
の
簡
潔
明
快
な
指
摘
が
あ
る
。

第
一
六
行

第
一
六
行
の
本
文
「
弟
海
部
真
床
年
廿
一

中
男
」
の
「
弟
」
は
、「
妹
」

を
擦
消
訂
正
（
影
）
。
筆
写
の
際
に
、
次
行
の
「
妹
海
部
真
成
女
」
と
錯
誤
を
起
こ
し
た

た
め
か
。
第
一
六
行
の
本
文
「
弟
海
部
真
床
」
と
第
一
七
行
の
本
文
「
妹
海
部
真
成
女
」

と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
孫〔
伊
ヵ
〕
□
福
部
□

女
年
」
と
判
読
で
き
る
。
そ
の
転
写
元
に
あ
た
る
記
載
は
現
存
し
な
い
（
影
）（
以
下
、

第
一
七
紙
第
一
行
に
か
け
て
の
部
分
の
墨
書
・
朱
印
の
移
り
に
つ
い
て
は
挿
図
6
参

照
）。

第
一
七
行

第
一
七
行
の
本
文
「
妹
海
部
真
成
女
年
廿
五

正
女
」
と
、
第
一
八
行
の

本
文
「
伊
福
部
小
足
年
卅
九

正
丁
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書

の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
孫
伊
福
部
足
人
年
九

小
子
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
第

一
七
紙
本
文
第
一
七
行
の
「
孫
伊
福
部
足
人
年
九

小
子
」
よ
り
の
墨
移
り
で
あ
る
。

以
下
、
第
二
三
行
に
か
け
て
の
墨
移
り
に
つ
い
て
は
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
の

解
説
に
、
そ
の
存
在
と
第
一
七
紙
第
一
一
行
か
ら
第
一
七
行
の
墨
書
が
転
写
元
で
あ
る

旨
の
簡
潔
明
快
な
指
摘
が
あ
る
。

第
一
八
行

第
一
八
行
の
本
文
「
伊
福
部
小
足
年
卅
九

正
丁
」
と
、
第
一
九
行
の
本

文
「
妻
海
部
忌
飯
女
年
卅
七

正
女
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書

の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
孫
伊
福
部
床
足
年
十
五

小
子
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は

第
一
七
紙
本
文
第
一
六
行
の
「
孫
伊
福
部
床
足
年
十
五

小
子
」
よ
り
の
墨
移
り
で
あ

る
。

第
一
九
行

第
一
九
行
の
本
文
「
妻
海
部
忌
飯
女
年
卅
七

正
女
」
の
う
ち
、「
卅
」
は

擦
消
書
直
（
影
）。
こ
れ
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
が
、「
卅
」
の
文
字
の
下
部
中
央
か
ら
左

下
に
か
け
て
小
穴
が
開
い
て
お
り
（
影
）、
こ
の
小
穴
の
左
と
下
に
、「
卅
」
の
も
の
と

は
考
え
が
た
い
墨
痕
が
あ
る
。
擦
り
消
す
前
の
文
字
の
一
部
と
み
ら
れ
る
が
、
判
読
で

挿図6 因幡国戸籍 墨書・朱印の移り（第16紙第16行から第17紙第1行まで）

（１８５）

（
一
六
）

／正倉院紀要　２０１７　３９号／本文　縦　３９号　２０１７／いわゆる因幡国戸籍の成立と伝来　２０１７ 2017.03.22 18.43.2



き
な
い
。

第
一
九
行
の
本
文
「
妻
海
部
忌
飯
女
年
」
と
、
第
二
〇
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
廣
麻

呂
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
孫
伊
福

部
弓
張
年
廿
二

進
丁
」
と
判
読
で
き
る
（「
伊
福
部
」
は
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
程

度
）
。
こ
れ
は
第
一
七
紙
本
文
第
一
五
行
の
「
孫
伊
福
部
弓
張
年
廿
二

進
丁
」
よ
り
の

墨
移
り
で
あ
る
。

第
一
九
行
か
ら
第
二
一
行
に
か
け
て
の
上
部
に
朱
印
の
印
影
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る

（
影
）。
こ
れ
は
第
一
七
紙
第
一
三
行
か
ら
第
一
六
行
に
か
け
て
の
上
部
に
捺
さ
れ
た

因
幡
倉
印
の
移
り
で
あ
ろ
う
（
影
。
但
し
、
上
段
の
印
影
の
位
置
に
よ
っ
て
、
終
わ
り

を
第
一
五
行
と
す
る
。
以
下
同
様
）。
第
一
九
行
の
本
文
の
「
妻
」
の
左
下
と
第
二
〇
行

の
本
文
「
男
」
の
右
下
を
結
ぶ
よ
う
に
朱
色
の
横
線
が
認
め
ら
れ
る
の
も
こ
の
印
影
で
、

四
文
字
の
印
文
の
う
ち
「
播
」
の
一
部
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。

第
二
〇
行

第
二
〇
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
廣
麻
呂
年
九

小
子
」
の
記
載
の
左
端
に

か
か
る
位
置
に
、
因
幡
国
戸
籍
と
も
韓
国
形
見
解
と
も
無
関
係
の
折
目
が
認
め
ら
れ
る

（
前
述
の
折
目
Ｃ
）。
記
載
に
対
し
て
下
部
で
や
や
左
に
振
れ
て
お
り
、「
小
子
」
の
部

分
は
折
目
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
写
真
で
も
そ
の
存
在
を
認
め
得
る
が
、
山
・
谷
の
判

断
は
難
し
い
。
な
お
、
こ
の
折
目
は
、
第
一
九
行
の
項
で
述
べ
た
因
幡
倉
印
の
移
り
の

ち
ょ
う
ど
中
央
を
走
っ
て
い
る
。

第
二
〇
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
廣
麻
呂
年
九

小
子
」
と
、
第
二
一
行
の
本
文
「
男

伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が

あ
る
（
影
）。「
婦

〔
黒
ヵ
〕

□
女
年
�
二
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
七
紙
本
文
第
一

四
行
の
「
婦
日
下
部
黒
女
年
�
二

正
女
」
よ
り
の
墨
移
り
で
あ
る
。

第
二
一
行

第
二
一
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」
と
、
第
二
二
行
の
本

文
「
男
伊
福
部
廣
足
年

三

緑
子
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書

の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
男
伊
福
部
有
床
年

二

正
丁
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は

第
一
七
紙
本
文
第
一
三
行
の
「
男
伊
福
部
有
床
年
�
二

正
丁
」
よ
り
の
墨
移
り
で
あ

る
。
但
し
、
そ
の
下
の
註
記
「
新
兵
士
」
の
墨
移
り
は
確
認
で
き
な
い
。

第
二
一
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」
の
上
方
や
や
右
、
最
上
段
の
横

界
線
よ
り
上
、
前
述
の
因
幡
倉
印
の
移
り
の
左
上
隅
部
の
位
置
に
、
朱
圏
点
が
付
さ
れ

て
い
る
（
影
）。
一
方
、「
廣
年
」
の
右
に
朱
の
墨
付
き
が
残
り
、
ま
た
「
小
子
」
の
左

下
に
も
右
に
開
く
半
円
形
の
朱
の
墨
付
き
が
残
る
。
こ
れ
ら
は
、
上
段
に
残
る
因
幡
倉

印
と
同
様
に
、
第
一
七
紙
第
一
三
行
か
ら
第
一
六
行
に
か
け
て
捺
さ
れ
た
縦
に
並
ぶ
三

つ
の
因
幡
倉
印
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
中
段
と
下
段
の
印
影
の
移
り
の
一
部
と
み
ら
れ
る

（
影
）。

第
二
二
行

第
二
二
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
廣
足
年

三
」
の
空
白
部
分
は
、「
卅
」
を

擦
り
消
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
「
三
」
も
原
字
「
五
」
の
一
部
を
擦
り
消
し

て
修
正
し
て
い
る
（
影
）。
当
初
の
記
載
年
齢
「
卅
五
」
は
、
第
二
三
行
本
文
の
「
妹
伊

福
部
小
妹
女
年
卅
五
」
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
と
の
錯
誤
の
結
果
と
み
ら
れ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
因
幡
国
戸
籍
は
何
ら
か
の
資
料
を
転
写
し
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
姓

名
ま
で
は
間
違
い
な
く
書
き
写
し
た
が
、
年
齢
部
分
は
、
同
じ
伊
福
部
姓
で
あ
る
こ
と

に
惑
わ
さ
れ
て
一
行
先
を
見
て
書
き
写
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
後
か
ら
気
付
き
、
訂
正

し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

第
二
二
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
廣
足
年

三

緑
子
」
と
、
第
二
三
行
の
本
文
「
妹

伊
福
部
小
妹
女
年
卅
五

正
女
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移

（１８４）
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り
が
あ
る
（
影
）。「
男
伊
福
部
有
」
と
「
正
丁
」
が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
七
紙

本
文
第
一
二
行
の
「
男
伊
福
部
有
麻
呂
年
�
五

正
丁
」
よ
り
の
墨
移
り
で
あ
る
。

第
二
三
行

第
二
三
行
の
本
文
「
妹
伊
福
部
小
妹
女
年
卅
五

正
女
」
と
、
第
二
四
行

の
本
文
「
妹
伊
福
部
廣
女
年
廿
八

正
女
」
と
の
行
間
の
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た

墨
書
の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
男
伊
福
部
小
坂
年
五
十
二
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は

第
一
七
紙
本
文
第
一
一
行
の
「
男
伊
福
部
小
坂
年
五
十
二

正
丁
」
よ
り
の
墨
移
り
で

あ
る
。

第
二
四
行

第
二
四
行
の
本
文
「
妹
伊
福
部
廣
女
」
の
「
福
」
の
右
側
に
朱
が
面
的
に

付
着
す
る
。
朱
印
の
移
り
の
痕
跡
で
あ
ろ
う
か
。
可
能
性
と
し
て
は
、
第
二
三
行
と
の

間
に
墨
移
り
し
て
い
る
「
男
伊
福
部
小
坂
」
の
記
載
さ
れ
た
第
一
七
紙
本
文
第
一
一
行

を
左
端
と
す
る
、
因
幡
国
印
の
左
上
部
分
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
墨
移
り
の
位
置
と
し

て
は
や
や
高
い
か
。

第
二
四
行
の
本
文
「
妹
伊
福
部
廣
女
年
廿
八

正
女
」
の
記
載
の
左
端
（
偏
の
直

上
）
に
か
か
る
位
置
に
（
界
幅
二
一
・
五
㎜
の
左
界
線
か
ら
約
四
㎜
に
相
当
）
、
因
幡
国

戸
籍
と
も
韓
国
形
見
解
と
も
無
関
係
の
折
目
が
認
め
ら
れ
る
。
韓
国
形
見
解
の
所
見
で

述
べ
た
折
目
Ｂ
と
折
目
Ｃ
の
中
間
や
や
折
目
Ｃ
よ
り
に
位
置
し
、
折
目
Ｂ
か
ら
一
二

〇
㎜
、
折
目
Ｃ
か
ら
九
三
㎜
を
計
る
。
折
目
と
し
て
は
あ
ま
り
明
瞭
で
は
な
い
が
、
因

幡
国
戸
籍
の
面
が
山
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
折
目
は
規
格
性
が
認
め
ら
れ

な
い
位
置
に
あ
り
、
折
目
の
付
い
た
理
由
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。

第
二
五
行

第
二
五
行
は
界
幅
が
狭
く
他
の
行
の
三
分
の
二
程
度
し
か
な
い
が
、
本
文

は
そ
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
継
目
裏
封
「
形
見
」
の
中
間
右
傍
ら
に
朱
の
墨
付
き

が
あ
る
。
第
一
七
紙
第
九
行
か
ら
第
一
二
行
に
か
け
て
捺
さ
れ
た
因
幡
国
印
の
移
り
の

可
能
性
が
あ
る
が
明
瞭
で
は
な
い
。

な
お
、
第
一
七
紙
第
一
〇
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
酒
人
年
五
十
五

正
丁
」
が
墨
移

り
し
て
も
よ
い
位
置
に
あ
る
が
明
瞭
な
移
り
は
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
第
二
五
行

の
行
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
関
係
で
、
第
二
五
行
の
本
文
と
墨
移
り
の
位
置
が
ち
ょ
う

ど
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
。
以
下
、
第
一
七
紙
第
五
行
ま
で
明

瞭
な
墨
移
り
が
認
め
ら
れ
な
い
の
は
、
基
本
的
に
同
じ
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
第
一
七
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
七
紙
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
一
断
簡
の
第
三
紙
に
あ
た
る
。
こ
の
紙
は
二
次
利

用
に
際
し
て
新
た
に
縦
界
線
を
施
す
こ
と
を
せ
ず
、
因
幡
国
戸
籍
の
面
の
縦
折
界
を
転

用
し
た
た
め
、
縦
界
線
の
錯
綜
は
見
ら
れ
な
い
。
因
幡
国
戸
籍
の
縦
界
線
は
、
一
八
行

分
の
折
界
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
（『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
は
一
七
行
と
す

る
）
。
界
幅
は
、
①
一
九
、
②
二
三
、
③
二
〇
、
④
二
三
、
⑤
二
三
、
⑥
二
二
、
⑦
二
一
、

⑧
二
三
、
⑨
二
二
、
⑩
二
四
、
⑪
二
二
、
⑫
二
二
、
⑬
二
〇
、
⑭
二
二
、
⑮
二
三
、
⑯

二
〇
、
⑰
二
〇
、
⑱
四
。

第
一
六
紙
と
の
接
続
は
、
第
一
六
紙
第
二
五
行
か
ら
第
一
七
紙
第
二
行
に
か
け
て
の

上
部
の
姓
名
部
分
に
捺
さ
れ
た
国
印
の
連
続
や
、
横
界
線
の
連
続
、
特
に
中
央
部
の
第

三
・
四
・
五
界
線
が
、
互
い
に
継
目
を
越
え
て
両
紙
に
ま
た
が
る
状
況
か
ら
み
て
、
原

形
を
保
っ
て
い
る
と
み
て
間
違
い
な
い
。

第
一
行

第
一
行
の
本
文
「
弟
伊
福
部
袁
麻
呂
年
廿
九

正
丁
」
の
「
正
」
の
右
上
に
、

朱
の
墨
付
き
が
あ
る
。
第
一
六
紙
と
の
継
目
裏
封
「
形
見
」
の
中
間
右
傍
に
あ
る
朱
の

墨
付
き
と
一
連
の
も
の
と
み
ら
れ
、
位
置
的
に
み
る
と
第
一
七
紙
第
九
行
か
ら
第
一
二

（１８３）
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行
に
か
け
て
捺
さ
れ
た
因
幡
国
印
の
移
り
の
可
能
性
が
あ
る
が
明
瞭
で
は
な
い
。

第
三
行

第
三
行
の
本
文
「
妻
海
部
直
羊
女
年
五
十
六

正
女
」
の
「
海
」
の
右
傍
に

朱
の
汚
れ
が
付
着
す
る
。
第
三
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
上
中
下
に
三
顆
の
因
幡
倉
印

が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
因
幡
倉
印
は
総
じ
て
印
影
が
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
因
幡

倉
印
を
押
捺
す
る
際
に
付
い
た
も
の
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

第
四
行

第
四
行
の
本
文
「
男
伊
福
部
袁
麻
呂
年
廿
二

進
丁
」
の
上
方
、
最
上
段
の

界
線
よ
り
上
の
余
白
に
、
別
筆
で
「
上
」
の
追
記
が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
進
丁
」
が
示
す

よ
う
に
、
こ
の
年
二
二
歳
を
迎
え
た
た
め
中
男
か
ら
正
丁
へ
の
身
分
の
変
動
が
あ
り
、

何
ら
か
の
人
身
の
照
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
み
ら
れ
る
。「
男
」
の
右
肩
に

短
い
墨
線
状
の
墨
点
が
あ
り
（
影
）、
合
点
と
み
ら
れ
る
。
第
一
七
紙
本
文
第
一
五
行
に

見
え
る
同
じ
二
二
歳
の
「
伊
福
部
弓
張
」
の
上
部
に
も
、
同
様
に
別
筆
の
「
上
」
、
及
び

墨
書
の
合
点
が
見
え
る
。
こ
う
し
た
課
口
の
身
分
変
動
の
註
記
は
、
因
幡
倉
印
の
押
捺

と
対
応
し
て
い
る
。

「
男
伊
福
部
袁
」
の
部
分
に
は
、
記
載
と
重
な
っ
て
た
い
へ
ん
判
別
が
難
し
い
が
、

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。「
従
父
弟
伊
福
部
」
と
読
め
、
二
行
あ

と
の
第
一
七
紙
本
文
第
六
行
の
「
従
父
弟
伊
福
部
磐
麻
呂
年
卅
八

正
丁
」
の
行
の
墨

移
り
と
み
ら
れ
る
。

第
四
行
の
下
端
近
く
に
横
方
向
の
朱
の
汚
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
印
影
の
移
り
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
位
置
に
移
る
と
す
れ
ば
因
幡
倉
印
で
あ
ろ
う
が
、
転
写
元
の
可

能
性
の
あ
る
印
影
は
現
状
で
は
見
当
た
ら
な
い
。

第
五
行

第
五
行
の
左
よ
り
の
位
置
、
本
文
「
女
伊
福
部
足
女
年
十
三

小
女
」
で
い

え
ば
偏
の
部
分
に
重
な
る
位
置
に
、
因
幡
国
戸
籍
と
も
韓
国
形
見
解
と
も
無
関
係
の
折

目
が
あ
る
（
折
目
Ｂ
に
相
当
。
挿
図
7
）。
折
目
は
さ
ほ
ど
強
く
な
い
が
、
現
状
で
は
因

幡
国
戸
籍
の
面
が
山
に
な
っ
て
い
る
。
上
端
で
は
行
の
ほ
ぼ
中
央
に
近
い
位
置
に
あ
る

が
、
因
幡
国
戸
籍
の
面
か
ら
み
て
下
で
左
に
振
っ
て
お
り
、
下
端
で
は
行
の
右
か
ら
ほ

ぼ
二
対
一
に
分
け
る
位
置
（
右
界
線
か
ら
一
五
・
五
㎜
、
左
界
線
か
ら
七
・
五
㎜
）
に

あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
折
目
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
墨
移
り
の
対
称
軸
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
状
で
は
因
幡
国
戸
籍
の
面
が
山
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
折

目
を
内
側
（
谷
）
に
し
て
折
ら
れ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
六
行

第
六
行
の
本
文
「
従
父
弟
伊
福
部
磐
麻
呂
年
卅
八

正
丁
」
の
左
に
近
接
す

る
位
置
に
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。
本
文
記
載
が
下
で
右
に

振
っ
て
い
く
た
め
、
下
部
ほ
ど
本
文
と
分
離
し
て
確
認
し
や
す
く
な
り
、「
年
廿
二

進
丁
」
と
判
読
で
き
る
か
ら
、
二
行
前
の
第
一
七
紙
本
文
第
四
行
の
「
男
伊
福
部
袁
麻

呂
年
廿
二

進
丁
」
の
墨
移
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
六
行
か
ら
第
八
行
に
か
け
て
の
上
部
余
白
か
ら
本
文
二
、
三
文
字
目
に
至
る
位
置

に
、
印
影
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
二
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
押
捺
さ
れ
た
三
顆

の
因
幡
倉
印
の
う
ち
の
上
段
の
印
影
が
、
第
五
行
に
あ
る
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
し
て

挿図7 因幡国戸籍 折目Ｂ
（第17紙第5行）
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移
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
文
第
六
行
の
「
部
」
の
右
傍
、「
八
」
と
「
正
」
の

間
の
余
白
、「
丁
」
の
下
方
の
三
カ
所
に
朱
の
汚
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
同
様
の
汚
れ
は
、

次
に
述
べ
る
本
文
第
七
行
の
周
辺
に
も
数
カ
所
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
同
じ
く
第
二
行

か
ら
第
五
行
に
か
け
て
押
捺
さ
れ
た
三
顆
の
因
幡
倉
印
の
う
ち
、
中
段
と
下
段
の
印
影

が
、
第
五
行
に
あ
る
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
し
て
移
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
影
。
但
し
始

ま
り
を
第
三
行
と
す
る
。
以
下
同
様
）。
倉
印
の
印
影
が
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
は
前
述

し
た
が
、
こ
れ
は
印
文
の
擦
り
減
り
と
と
も
に
、
朱
の
付
け
方
と
押
捺
の
仕
方
の
粗
雑

さ
に
起
因
し
、
ひ
い
て
は
印
影
の
移
り
の
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

第
七
行

第
七
行
の
本
文
「
女
伊
福
部
吾
女
年
五

小
女
」
の
「
伊
福
」
の
間
の
左
右
、

「
五
」
の
左
下
、「
小
女
」
の
左
に
朱
の
汚
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
次
行
の
第
八
行

側
の
縦
折
界
に
沿
っ
て
、
朱
の
汚
れ
が
面
的
に
広
が
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
、

本
文
第
二
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
の
因
幡
倉
印
が
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
し
て
移
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
（
影
）。

本
文
の
左
に
近
接
し
て
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
あ
る
（
影
）。「
妻
海
部

直
羊
女
年
五
十
六

正
女
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
、
第
一
七
紙
本
文
第
三
行
の
「
妻

海
部
直
羊
女
年
五
十
六

正
女
」
の
行
の
墨
移
り
で
、
第
一
七
紙
本
文
第
五
行
の
折
目

Ｂ
を
対
称
軸
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

第
八
行

第
八
行
の
本
文
「
弟
伊
福
部
人
足
年
廿
六

正
丁
」
の
「
伊
」
の
右
側
、

「
正
」
の
右
上
に
、
朱
の
汚
れ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
本
文
第
二
行
か
ら
第
五
行
に
か
け

て
の
因
幡
倉
印
が
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
し
て
移
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
影
）。

ま
た
、
第
八
行
の
本
文
「
正
丁
」
の
左
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
、
左
文
字
と
な
っ
た

墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。「
五
十
九

正
丁
」
と
読
め
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
第
一
七

紙
本
文
第
二
行
の
「
従
父
兄
伊
福
部
床
足
年
五
十
九

正
丁
」
の
行
の
墨
移
り
で
あ
ろ

う
。
年
齢
よ
り
上
の
部
分
に
つ
い
て
も
墨
移
り
が
あ
る
が
ご
く
薄
い
た
め
、
判
読
は
難

し
い
。

第
九
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
第
九
行
の
本
文
「
戸

主
伊
福
部
古
麻
呂
戸
」
の
記
載
の
す
ぐ
右
に
近
接
す
る
、
本
文
の
記
載
と
重
複
す
る
位

置
で
、「
弟
伊
福
部
」
と
「
麻
」
の
左
文
字
と
な
っ
た
墨
移
り
が
判
読
で
き
る
。
第
一
七

紙
本
文
第
一
行
の
「
弟
伊
福
部
袁
麻
呂
年
廿
九

正
丁
」
の
行
の
墨
移
り
で
あ
ろ
う

（
以
下
、
第
一
八
紙
第
四
行
に
か
け
て
の
部
分
の
墨
書
・
朱
印
の
移
り
に
つ
い
て
は
挿

図
8
参
照
）。

第
一
〇
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
第
一
〇
行
の
本

文
「
男
伊
福
部
酒
人
年
五
十
五

正
丁
」
の
右
側
に
、「
従
父
弟
伊
福
部
」
が
左
文
字
と

な
っ
た
で
状
態
で
ご
く
薄
く
墨
移
り
し
て
い
る
の
が
判
読
で
き
る
。
第
一
六
紙
本
文
第

二
五
行
の
「
従
父
弟
伊
福
部
麻
呂
年
卅
二

正
丁
」
の
部
分
の
墨
移
り
で
あ
ろ
う
。

第
一
一
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
第
一
一
行
の
本

文
「
男
伊
福
部
小
坂
年
五
十
二

正
丁
」
の
右
側
に
「
妹
伊
福
部
廣
女
」、
及
び
「
正

女
」
の
左
文
字
と
な
っ
た
墨
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
六
紙
本
文
第
二
四
行
の
「
妹

伊
福
部
廣
女
年
廿
八

正
女
」
の
部
分
の
墨
移
り
で
あ
ろ
う
。

第
一
二
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
第
一
二
行
の
本

文
「
男
伊
福
部
有
麻
呂
年
�
五

正
丁
」
の
右
側
に
、
比
較
的
明
瞭
に
左
文
字
と
な
っ

た
「
妹
伊
福
部
小
妹
女
年
卅
五

正
女
」
の
墨
移
り
が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
六

紙
本
文
第
二
三
行
の
「
妹
伊
福
部
小
妹
女
年
卅
五

正
女
」
の
墨
移
り
で
あ
る
。

第
一
三
行

第
一
三
行
の
本
文
「
伊
福
部
有
床
年
�
二

正
丁
」
の
「
男
」
の
直
上
に
、

（１８１）

（
二
〇
）

／正倉院紀要　２０１７　３９号／本文　縦　３９号　２０１７／いわゆる因幡国戸籍の成立と伝来　２０１７ 2017.03.21 09.07.5



線
状
の
墨
書
の
合
点
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、「
正
丁
」
の
す
ぐ
下
に
「
新
兵
士
」
が
別

筆
で
追
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
々
の
文
字
を
擦
り
消
し
た
上
で
書
き
直
さ
れ
て
い

る
（
影
）。

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
第
一
三
行
の
本
文
「
伊
福
部

有
床
年
�
二

正
丁
」
の
右
側
に
位
置
し
、「
男
伊
福
部
廣
足
年

三

緑
子
」
と
判
読

で
き
る
。
こ
れ
は
第
一
六
紙
本
文
第
二
二
行
の
「
男
伊
福
部
廣
足
年

三

緑
子
」

（「
年
」
と
「
三
」
の
間
は
擦
消
抹
消
）
の
墨
移
り
で
あ
る
。

第
一
四
行

紙
の
上
端
で
は
左
界
線
か
ら
約
四
㎜
の
、
第
一
四
行
の
記
載
の
左
端
に
ご

く
僅
か
に
か
か
る
位
置
に
、
因
幡
国
戸
籍
の
記
載
と
も
、
ま
た
韓
国
形
見
解
の
記
載
と

も
無
関
係
の
折
目
が
あ
る
（
折
目
Ａ
）。
第
一
四
行
の
縦
折
界
と
の
関
係
で
は
、
下
で
や

や
左
に
振
っ
て
お
り
、
下
部
ほ
ど
左
折
界
に
近
づ
い
て
い
く
位
置
に
あ
る
。
現
状
で
は

因
幡
国
戸
籍
の
面
が
山
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
四
行
の
右
側
の
縦
折
界
上
に
、「
今
■
伊
福
マ
乙
万
呂
年

一

緑
子
」
の
追

記
が
あ
る
。
擦
消
抹
消
さ
れ
た
「
■
」
は
、
歴
名
の
す
ぐ
上
の
上
部
余
白
を
通
る
墨
線

に
よ
っ
て
、
第
一
七
紙
第
一
七
行
と
第
一
八
行
の
行
間
に
追
記
さ
れ
た
「
孫
」
と
結
ば

れ
て
い
る
（
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
後
述
）。「
■
」
は
隣
接
す
る
行
と
高
さ
が
揃
え
ら

れ
て
お
り
、「
今
」
が
行
か
ら
飛
び
出
す
位
置
に
あ
る
が
、「
今
」
を
含
め
て
一
筆
で
記

さ
れ
て
い
る
。「
今
」
の
右
肩
に
は
、
第
一
三
行
本
文
直
上
に
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
よ

く
似
た
線
状
の
墨
書
の
合
点
が
認
め
ら
れ
る
。

第
一
四
行
に
は
、
本
文
第
一
五
行
と
な
る
「
婦
日
下
部
黒
女
年
�
二

正
女
」
の
記

載
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
二
」
は
「
一
」
の
下
に
横
画
を
後
補
し
て
「
二
」
に
訂
正
し

て
い
る
（
影
。
但
し
、「
一
」
に
重
ね
書
と
す
る
）。
こ
の
後
補
の
部
分
は
第
一
三
行
末

尾
の
「
新
兵
士
」
の
追
記
と
よ
く
似
た
、
穂
先
の
整
わ
な
い
筆
跡
で
あ
る
。

第
一
四
行
に
も
左
文
字
と
な
っ
た
追
記
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
右
に
述
べ
た
追
記
と

重
複
す
る
位
置
に
あ
る
が
、「
男
伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」
と
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
、

第
一
六
紙
本
文
第
二
一
行
の
「
男
伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」
の
墨
移
り
で
あ
る
。

第
一
五
行

本
文
第
一
六
行
「
孫
伊
福
部
弓
張
年
廿
二

進
丁
」
の
「
孫
」
の
右
肩
に
、

挿図8 因幡国戸籍 墨書・朱印の移り（第17紙第9行から第18紙第4行まで）
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）
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線
状
の
墨
書
の
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
影
）。
ま
た
、
記
載
の
上
部
余
白
に
、
大
き
く

「
上
」
の
追
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
同
じ
「
進
丁
」
と
あ
る
第
一
七
紙
本
文
第

四
行
に
あ
た
る
「
男
伊
福
部
袁
麻
呂
」
の
行
の
記
載
と
基
本
的
に
類
似
す
る
。

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
も
認
め
ら
れ
る
（
影
）。「
張
」
の
右
側
の
位
置
で
、

「
廣
」
が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
、
第
一
六
紙
本
文
第
二
〇
行
の
「
男
伊
福
部
廣
麻
呂

年
九

小
子
」
の
記
載
か
ら
の
墨
移
り
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
上
部
に
も
墨
移
り
が
認

め
ら
れ
る
が
ご
く
薄
い
た
め
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

第
一
六
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
本
文
第
一
七
行

の
「
孫
伊
福
部
床
足
年
十
五

小
子
」
の
右
側
の
位
置
に
、「
妻
海
部
忌
飯
女
年
卅
七

正
女
」
の
左
文
字
と
な
っ
た
墨
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
六
紙
本
文
第
一
九

行
の
「
妻
海
部
忌
飯
女
年
卅
七

正
女
」
に
相
当
し
よ
う
。

第
一
三
行
か
ら
第
一
六
行
に
か
け
て
、
三
段
に
わ
た
っ
て
、
因
幡
倉
印
三
顆
が
捺
さ

れ
て
い
る
。
下
段
に
い
く
ほ
ど
左
に
ず
れ
た
位
置
に
捺
さ
れ
て
お
り
、
上
段
の
印
影
と

下
段
の
印
影
で
は
、
縦
折
界
で
約
半
行
分
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
因
幡
倉
印
の

押
捺
は
、
第
一
五
行
（
本
文
第
一
六
行
）
の
伊
福
部
弓
張
が
こ
の
年
二
二
歳
に
な
り
、

正
丁
へ
の
身
分
異
動
（＝

進
丁
）
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

こ
の
部
分
の
因
幡
倉
印
が
第
一
六
紙
第
一
八
行
か
ら
第
二
一
行
に
か
け
て
移
っ
て
い
る

こ
と
（
影
）
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。

第
一
七
行

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
影
）。
本
文
第
一
八
行
の

「
孫
伊
福
部
足
人
年
九

小
子
」
の
右
上
か
ら
右
側
に
か
け
て
の
位
置
に
、「
戸
主
伊
福

部
小
」
と
「
正
丁
」
の
左
文
字
と
な
っ
た
墨
移
り
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
第
一
六
紙

本
文
第
一
八
行
の
「
戸
主
伊
福
部
小
足
年
卅
九

正
丁
」
の
行
に
相
当
す
る
墨
移
り
で

あ
ろ
う
。

第
一
八
行

約
四
㎜
の
み
を
残
し
て
大
半
を
断
ち
切
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
行
の
本
来
の

記
載
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
一
七
行
と
の
行
間
に
記
載
が
あ
り
、
現
状
で
は
「
孫
」

一
文
字
の
み
だ
が
、
こ
れ
は
元
書
か
れ
て
い
た
「
□
伊
福
部
乙
万
呂
年
一

緑
子
」
を

擦
り
消
し
た
後
に
書
か
れ
て
い
る
（
影
。
但
し
、「
伊
福
部
」
は
「
神
部
」
と
す
る
）。

「
孫
」
は
、
第
一
三
行
と
第
一
四
行
の
行
間
に
書
か
れ
た
本
文
第
一
四
行
の
一
文
字
目

の
墨
抹
さ
れ
た
文
字
（「
男
」
か
）
と
墨
線
で
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
行
間
記
載

の
「
孫
」
上
方
の
横
界
線
の
欄
外
に
、「
今
」
を
擦
り
消
し
た
痕
跡
が
残
る
。
初
め
、
第

一
七
行
と
第
一
八
行
の
行
間
に
「
今

孫
伊
福
部
乙
万
呂
年
一

緑
子
」
と
追
記
し
た

が
、
追
記
位
置
の
誤
り
に
気
付
い
た
た
め
、
第
一
三
行
と
第
一
四
行
の
行
間
に
改
め
て

追
記
し
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
樋
口
知
志
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
乙
万
呂
が
有
床
の
子

で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
た
め
か
）。
但
し
、
そ
の
際
「
孫
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を

「
男
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
た
め
、「
男
」
を
墨
抹
し
て
「
孫
」
と
書
き
直
そ
う
と
し
た

が
、
記
入
す
べ
き
余
白
が
な
か
っ
た
た
め
、
当
初
記
載
し
た
第
一
七
行
と
第
八
行
の
行

間
部
分
に
「
孫
」
と
書
い
て
、
墨
線
で
結
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
擦
消
の
上
に
「
孫
」
と

書
か
れ
て
い
る
た
め
確
認
が
難
し
い
が
、
第
一
七
行
と
第
一
八
行
の
行
間
に
書
か
れ
た

当
初
の
記
載
も
、「
男
」
と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
お
、「
伊
福
部
乙
万
呂
」
を
抹
消
し
た
部
分
に
も
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り

が
認
め
ら
れ
る
。
ご
く
薄
い
が
「
海
」
が
読
め
、
次
に
「
部
」
の
第
五
画
ま
で
に
相
当

す
る
左
上
部
の
「
立
」
と
み
ら
れ
る
部
分
、
そ
し
て
こ
れ
に
続
く
「
真
」、
さ
ら
に
あ
と

二
文
字
程
度
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
真
」
に
続
く
二
文
字
の
残
画
は
「
成
女
」

と
み
て
矛
盾
は
な
く
、
こ
れ
ら
が
第
一
六
紙
本
文
第
一
七
行
の
「
妹
海
部
真
成
女
年
廿

（１７９）

（
二
二
）
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五

正
女
」
の
部
分
の
記
載
の
墨
移
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
墨
移
り
し
た
「
海
部
真
成
女
」
の
五
文
字
は
い
ず
れ
も
第
一
七
紙
左
端
で
墨
移
り
が

切
れ
て
い
る
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
墨
移
り
の
発
生
時
期
を
考
え

る
上
で
重
要
な
知
見
で
あ
る
。

な
お
、
第
一
七
行
付
近
に
印
影
を
二
顆
確
認
で
き
る
。
一
つ
は
、
第
一
七
行
の
「
孫

伊
福
部
足
人
年
九

小
子
」
の
記
載
の
う
ち
、「
福
」
の
右
下
か
ら
「
九
」
の
下
に
至
る

位
置
を
右
端
と
し
て
押
捺
さ
れ
て
い
る
印
影
、
も
う
一
つ
は
、「
小
」
の
第
二
画
付
近
を

右
上
隅
と
し
、
か
な
り
右
に
傾
け
て
捺
さ
れ
た
印
影
で
あ
る
（
挿
図
5
参
照
）。
部
分
的

な
印
影
で
あ
り
か
つ
印
文
も
明
瞭
で
な
い
が
、
上
部
の
印
影
は
辛
う
じ
て
縦
長
約
五
九

㎜
を
計
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
大
き
さ
か
ら
も
、
押
捺
の
傾
き
か
ら
も
、
こ
れ
ら
が

因
幡
国
印
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。

（
五
）
第
一
八
紙
に
関
す
る
所
見

第
一
八
紙
は
、
因
幡
国
戸
籍
の
第
二
断
簡
に
あ
た
る
。
こ
の
紙
は
二
次
利
用
に
際
し

て
新
た
に
縦
界
線
を
施
し
て
い
る
た
め
、
縦
界
線
が
表
裏
で
錯
綜
し
て
い
る
。
因
幡
国

戸
籍
の
縦
界
線
は
、
六
行
分
の
折
界
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
界
幅
は
、
①
七
（
一

部
第
一
七
紙
の
下
に
入
る
た
め
裏
面
で
計
測
）、
②
一
六
、
③
一
九
、
④
一
八
、
⑤
一
七
、

⑥
六
。

第
一
七
紙
と
の
接
続
は
、
韓
国
形
見
解
と
し
て
は
継
目
裏
封
「
封
」「
印
」「
封
」
に

よ
っ
て
接
続
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
だ
が
、
因
幡
国
戸
籍
と
し
て
は
、
本
文

記
載
・
横
界
線
・
印
影
の
い
ず
れ
も
が
分
断
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
二
次
的
な
接
続
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

第
一
行

本
文
第
一
行
「
妹
神
部
妹
女
年
六

小
女
」
は
、
切
断
に
か
か
り
第
一
七
紙

と
の
継
目
の
下
に
半
存
。

第
二
行

本
文
第
二
行
「
妹
神
部
小
足
女
年
�
九

正
女
」
の
「
神
部
小
」
の
右
側
に

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
あ
り
、「〔
神
ヵ
〕
□
部〔
直
ヵ
〕
□
」
と
判
読
で
き
る
。
一
文
字
目
は
偏

の
縦
画
が
確
認
で
き
示
偏
と
み
ら
れ
る
の
で
、「
海
」
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
三
文
字

目
は
「
真
」
の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
下
部
に
「
八
」
は
認
め
ら
れ
ず
、
残

画
か
ら
は
「
直
」
の
可
能
性
が
高
い
。「
神
部
直
」
は
、
現
存
す
る
部
分
で
は
第
一
五
紙

の
本
文
第
四
行
の
「
寄
神
部
直
廣
女
年
十
九

少
女
」
と
、
同
本
文
第
五
行
の
「
弟
神

部
直
小
廣
女
年
十
三

小
女
」
の
二
名
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
墨
移
り
か
ど
う
か
の

〔
補
註
〕

判
断
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
一
行
か
ら
第
二
行
に
か
け
て
、
因
幡
国
印
の
左
端
部
分
を
、
上
下
に
二
顆
分
確
認

で
き
る
。
上
段
は
本
文
第
二
行
の
「
小
足
女
年
�
九
」
の
記
載
の
中
央
ま
で
に
重
な
る

位
置
を
左
端
と
す
る
も
の
、
下
段
は
こ
れ
よ
り
や
や
左
に
ず
れ
、「
正
」
の
左
上
を
印
影

の
左
上
隅
の
位
置
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
本
文
第
二
行
の
「
小
足
女

年
�
九
」
の
記
載
を
右
側
と
し
、
こ
れ
を
完
全
に
含
む
位
置
、
印
影
で
い
え
ば
上
段
の

国
印
の
左
端
と
重
複
し
て
こ
れ
よ
り
や
や
下
に
ず
れ
る
位
置
、
す
な
わ
ち
上
段
の
国
印

の
「
国
」
の
左
端
の
縦
画
（
第
一
画
）
に
「
因
」
の
右
端
の
縦
画
（
第
二
画
の
縦
画
部

分
）
が
ち
ょ
う
ど
重
な
る
位
置
に
、
も
う
一
つ
の
因
幡
国
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

第
二
行
か
ら
第
四
行
に
か
け
て
捺
さ
れ
た
新
た
な
因
幡
国
印
の
郭
の
右
下
は
、
第
二
行

で
終
わ
る
下
段
の
国
印
の
郭
の
左
上
部
分
と
も
ほ
ん
の
僅
か
な
が
ら
重
複
し
て
捺
さ
れ

て
い
る
（
挿
図
5
参
照
）。

第
三
行

本
文
第
三
行
「
従
父
兄
神
部
小
足
年
五
十
八

正
丁
」
の
記
載
の
右
側
に
、

（１７８）

（
二
三
）
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左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
僅
か
に
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

第
四
行

本
文
第
四
行
「
妻
伊
福
部
小
妹
女
年
五
十
八

正
女
」
の
「
福
」
の
右
側
に
、

左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移
り
が
一
文
字
分
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。
ま
た
、

「
五
十
八
」
に
続
く
第
三
横
界
線
よ
り
上
の
位
置
に
も
、
左
文
字
と
な
っ
た
墨
書
の
移

り
が
一
文
字
分
認
め
ら
れ
、「
三
」
と
判
読
で
き
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
転
写
元
の
特
定

〔
補
註
〕

は
困
難
で
あ
る
。

第
五
行

本
文
第
五
行
「
男
神
部
赤
麻
呂
年
廿
七

正
丁
兵
士
解
」
の
う
ち
、「
兵
士
」

ま
で
は
、
第
一
六
紙
本
文
第
一
三
行
の
「
弟
海
部
得
安
年
廿
七

正
丁
兵
士
」
と
同
様

に
、
一
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
解
」
は
追
筆
さ
れ
て
お
り
、

第
一
七
紙
本
文
第
一
三
行
の
「
男
伊
福
部
有
床
」
に
関
す
る
「
新
兵
士
」
の
追
記
と
同

筆
で
あ
ろ
う
。「
男
」
の
上
、
第
二
横
界
線
の
少
し
上
に
、
短
い
墨
線
状
の
墨
点
が
あ
り
、

合
点
と
み
ら
れ
る
。

本
文
第
五
行
の
「
神
部
赤
麻
」
の
右
側
、
及
び
「
正
丁
」
の
右
下
に
、
左
文
字
と
な
っ

た
墨
書
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
判
読
で
き
な
い
。

第
六
行

本
文
第
六
行
「
男
神
部
黒
麻
呂
年
廿
三

正
丁

新
兵
士
」
は
切
断
さ
れ
半

存
。「
新
兵
士
」
は
追
記
で
、
第
五
行
の
「
解
」
と
同
筆
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
戸
内

で
神
部
赤
麻
呂
か
ら
弟
の
神
部
黒
麻
呂
へ
の
兵
士
の
交
替
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
男
」
の
上
、
第
二
横
界
線
の
少
し
上
に
、
第
五
行
と
同
様
に
短
い
墨
線
状
の
墨
点
が

あ
り
、
合
点
と
み
ら
れ
る
。

本
文
第
五
行
か
ら
第
六
行
に
か
け
て
、
因
幡
倉
印
が
上
下
二
段
に
捺
さ
れ
て
い
る
。

他
と
異
な
り
、
下
段
の
印
影
の
方
が
右
に
ず
れ
た
位
置
に
あ
る
。

（
六
）
因
幡
国
戸
籍
に
関
す
る
若
干
の
検
討

①
因
幡
国
戸
籍
の
資
料
と
し
て
の
性
格

因
幡
国
戸
籍
の
特
徴
は
、
国
印
を
押
捺
し
た
公
文
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ

る
時
点
で
の
戸
の
静
的
な
状
態
の
記
録
と
し
て
で
は
な
く
、
一
定
期
間
に
生
じ
た
戸
の

構
成
員
の
変
動
を
把
握
す
る
い
わ
ば
動
態
の
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
戸
籍
は
六
年
一
造
で
あ
っ
た
か
ら
、
戸
そ
の
も
の
の
編
制
替
え
だ
け
で
な
く
、
構

成
員
の
異
動
（
誕
生
・
死
亡
・
移
動
な
ど
）
の
戸
籍
へ
の
反
映
も
六
年
ご
と
の
造
籍
年

に
ま
と
め
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
課
役
の
賦
課
の
台
帳
と
す
べ
く
毎
年
の
異
動
を

掌
握
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
の
が
計
帳
歴
名
で
あ
る
。
計
帳
歴
名
は
、
造
籍
年
の
戸

籍
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
そ
の
後
の
戸
の
構
成
員
の
変
動
を
一
年
ご
と
に
反
映
さ
せ
る
形

で
作
成
さ
れ
た
が
、
畿
外
の
諸
国
か
ら
は
歴
名
そ
の
も
の
の
中
央
へ
の
報
告
は
行
わ
れ

ず
、
そ
れ
を
集
計
し
た
帳
簿
で
あ
る
大
帳
が
、
計
帳
と
し
て
京
進
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
（
4
）。

計
帳
歴
名
の
作
成
が
、
前
年
の
計
帳
歴
名
に
朱
を
入
れ
る
形
で
行
わ
れ
た
の
は
想
像

に
難
く
な
い
（
5
）。
因
幡
国
戸
籍
に
見
え
る
戸
の
構
成
員
の
変
動
に
は
、
①
出
生
し
た
子
の

新
規
登
載
、
②
小
子
か
ら
中
男
へ
、
中
男
か
ら
正
丁
へ
の
年
齢
区
分
の
更
新
、
③
兵
士

の
点
定
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
前
年
の
歴
名
作
成
以
後
の
変
動
の
把
握
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
、
前
年
の
歴
名
を
ベ
ー
ス
に
、
前
年
の
歴
名
作
成

以
後
の
一
年
間
に
生
じ
た
戸
の
構
成
員
変
動
の
様
子
を
、
そ
の
変
動
が
わ
か
る
よ
う
に

記
載
し
た
、
動
態
の
記
録
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
際
、
機
械
的
に
わ
か
る
変
動
、
す
な

わ
ち
年
齢
の
一
歳
加
算
や
そ
れ
に
伴
う
身
分
変
動
を
予
め
書
き
込
ん
で
お
け
ば
、
加
筆

を
最
小
限
で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。
年
齢
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
う

し
た
作
成
過
程
を
想
定
す
れ
ば
、
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（１７７）

（
二
四
）
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な
お
、
戸
そ
の
も
の
の
変
動
は
原
則
と
し
て
籍
年
ま
で
待
つ
と
い
う
原
則
に
関
連
す

る
と
み
ら
れ
る
記
載
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
五
紙
第
七
行
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
よ

う
に
、
戸
主
の
記
載
に
二
通
り
の
書
き
方
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
戸
主
」
は
姓
名
よ
り

も
一
段
高
い
位
置
か
ら
書
き
出
し
て
い
る
が
、
姓
名
の
下
に
他
の
歴
名
と
同
様
年
齢
・

年
齢
区
分
の
記
載
の
あ
る
者
と
、
そ
う
で
は
な
く
単
に
「
某
戸
」
の
記
載
の
み
の
者
が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
戸
主
が
当
該
戸
の
記
載
の
途
中
に
く
る
と
は
考

え
に
く
い
の
で
、
戸
主
の
記
載
が
当
該
戸
の
冒
頭
の
見
出
し
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
後
者
の
場
合
、
戸
全
体
が
残
存
し
て
い
な
い
の
で
、
推
測
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
戸
主
本
人
の
記
載
が
別
の
箇
所
に
残
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ

う
い
う
事
態
も
想
定
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
な
お
、
年
齢
・
年
齢
区
分
の
記

載
の
な
い
、
い
わ
ば
実
質
を
伴
わ
な
い
戸
主
記
載
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。
不
統
一

と
し
て
片
付
け
る
の
は
簡
単
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
戸
主
の
死
亡
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
戸
主
が
死
亡
し
た
と
し
て
も
、
戸
の
編
制
替
え
は

次
の
籍
年
ま
で
行
え
な
い
。
死
亡
し
て
も
な
お
、
戸
主
と
し
て
の
役
割
は
籍
年
ま
で
果

た
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
名
が
消
え
る
の
は
、
次
の
造
籍
に
よ
る

戸
の
改
編
の
あ
と
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。
一
見
不
統
一
に
み
え
る
戸
主
記

載
の
あ
り
方
は
、
因
幡
国
戸
籍
が
戸
籍
で
な
い
こ
と
を
示
す
重
要
な
証
拠
と
も
な
る
わ

け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
因
幡
国
戸
籍
は
、
ま
さ
に
計
帳
歴
名
の
作
成
過
程
そ
の
も
の
の
記
録

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
国
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
れ
を
浄
書
し
た
清
書
本
が
別
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い

も
の
の
、
変
動
過
程
を
残
し
た
い
わ
ば
生
の
記
録
が
、
そ
の
ま
ま
計
帳
歴
名
と
し
て
機

能
し
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
既
に
松
崎
英
一
氏
の
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
因
幡
国
戸
籍
は
因
幡
国
計
帳
で
あ
り
、
因
幡
国
某
郡
計
帳
歴
名
と

呼
ん
で
し
か
る
べ
き
帳
簿
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

②
因
幡
国
印
と
因
幡
倉
印
の
捺
し
分
け

因
幡
国
戸
籍
の
動
態
記
録
と
し
て
の
意
義
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
因
幡
国
印

と
因
幡
倉
印
の
捺
し
分
け
が
あ
る
。
因
幡
国
印
が
二
段
に
捺
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

因
幡
倉
印
は
三
段
に
捺
す
の
を
原
則
と
し
て
お
り
（
後
述
の
よ
う
に
、
印
影
の
移
り
で

残
る
第
一
六
紙
第
一
三
行
か
ら
第
一
五
行
に
か
け
て
の
部
分
の
転
写
元
の
印
影
は
、
そ

の
位
置
か
ら
み
て
四
段
目
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）、
第
一
六
紙
に
一
カ
所
、
第
一
七

紙
に
二
カ
所
の
計
三
カ
所
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
幡
倉
印
が
押
捺
さ
れ
て
い

る
箇
所
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
課
役
負
担
の
変
更
を
伴
う
年
齢
区
分

の
変
動
が
あ
っ
た
者
の
記
載
箇
所
で
あ
る
こ
と
で
、
し
か
も
そ
こ
に
は
上
部
欄
外
に

「
上
」
の
追
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。

因
幡
国
印
と
因
幡
倉
印
の
押
捺
順
序
に
つ
い
て
は
、
倉
印
が
比
較
的
丁
寧
に
水
平
に

捺
さ
れ
て
い
る
（
但
し
三
段
は
真
っ
直
ぐ
で
は
な
く
、
少
し
ず
つ
左
右
に
ず
れ
る
特
徴

が
あ
る
）
の
に
対
し
、
国
印
は
か
な
り
疎
ら
で
、
し
か
も
か
な
り
斜
め
に
捺
さ
れ
る
場

合
が
多
く
、
こ
と
に
倉
印
の
左
側
の
国
印
は
傾
き
が
顕
著
に
な
る
場
合
が
多
い
。
こ
の

こ
と
は
、
身
分
変
動
の
あ
っ
た
人
物
の
部
分
に
倉
印
を
捺
す
作
業
が
ま
ず
行
わ
れ
、
そ

の
後
印
の
捺
さ
れ
て
い
な
い
余
白
を
埋
め
る
形
で
国
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え

る
と
整
合
的
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
国
印
の
押
捺
位
置
が
、
倉
印
の
押
捺
位
置
に
規

制
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
国
印
が
疎
ら
で
、
印

（１７６）
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影
に
カ
ヴ
ァ
ー
さ
れ
て
い
な
い
者
も
い
る
の
は
、
国
印
の
押
捺
が
実
質
的
な
意
味
を
も

た
ず
、
体
裁
を
整
え
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
よ
う
。
万
一
改
竄
が
行
わ
れ
た
と

し
て
も
、
身
分
変
動
な
ど
に
よ
り
加
筆
修
正
が
行
わ
れ
た
部
分
に
は
倉
印
押
捺
が
不
可

欠
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
正
規
の
改
変
で
あ
る
か
否
か
は
、
倉
印
の
有
無
で
も
っ

て
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
逆
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所
も
存
在
す
る
。
国
印
の
位
置
に
規
制
さ
れ
た
倉
印

押
捺
が
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
第
一
五
紙
冒
頭
上
部
に
二
顆
重
な
る
因
幡
倉
印
の
う

ち
左
側
の
印
影
で
、
こ
れ
は
第
三
行
か
ら
第
五
行
に
か
け
て
押
捺
さ
れ
た
因
幡
国
印
の

う
ち
上
段
の
国
印
と
、
縦
位
置
で
み
る
と
半
行
分
程
度
重
な
る
位
置
関
係
に
あ
り
、
国

印
が
倉
印
の
下
の
位
置
に
潜
り
込
む
形
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
印
を
避

け
て
倉
印
を
捺
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
上
段
の
倉
印
が
二
重
に
押
捺
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
関
係
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
国
印
は
、
他
の
上
段
の
国
印
に
比
べ

る
と
や
や
下
の
位
置
に
捺
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
国
印
が
倉
印
を
避
け
て
捺
さ
れ
た
と
み

る
余
地
は
な
お
残
る
が
、
国
印
押
捺
に
よ
っ
て
一
旦
完
成
を
見
た
後
に
、
加
筆
修
正
を

行
っ
た
部
分
に
改
め
て
倉
印
を
捺
し
た
可
能
性
を
留
保
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
そ
も
そ
も
倉
印
押
捺
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
倉
は
正
倉
で
あ
ろ
う
。

正
倉
と
計
帳
の
関
係
と
し
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、
計
帳
の
日
で
あ
る
（
6
）。

計
帳
の
日

と
呼
ば
れ
る
戸
口
調
査
期
間
に
、
支
配
拠
点
と
し
て
の
正
倉
に
人
々
を
集
め
、
身
分
変

動
の
確
認
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
郡
印
で
は
な
く

国
名
を
冠
し
た
倉
印
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
国
の
役
人
の
管
轄

下
に
行
わ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
帳
を
責
う
た
め
の
国
司
巡
行
が
行
わ

れ
た
こ
と
は
天
平
期
の
諸
国
の
正
税
帳
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
、
そ
う
し
た
機
会
に
国

司
の
立
ち
会
い
の
下
で
身
分
変
動
者
の
照
合
・
確
認
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
倉
印
が
身
分
変
動
の
確
認
印
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

国
司
巡
行
の
機
会
を
捉
え
た
身
分
変
動
の
確
認
作
業
を
想
定
す
れ
ば
、
作
成
中
の
計
帳

歴
名
を
国
府
と
や
り
と
り
す
る
手
間
を
省
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

③
本
文
の
墨
書
・
印
影
の
移
り
と
そ
の
時
期

戸
の
構
成
員
の
変
動
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
伝
え
る
か
け
が
え
の
な
い
資
料
で
あ
る
こ

と
と
な
ら
ん
で
、
資
料
と
し
て
の
因
幡
国
戸
籍
を
特
徴
付
け
、
そ
こ
に
さ
ら
な
る
視
覚

的
な
立
体
感
を
与
え
て
い
る
要
素
と
し
て
、
本
文
の
墨
書
・
印
影
の
移
り
が
多
数
見
ら

れ
る
事
実
が
あ
る
。
こ
の
点
は
既
に
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
の
解
説
に
的
確
な

指
摘
が
あ
る
。
し
か
し
、
報
告
書
と
し
て
の
性
格
か
ら
必
要
最
小
限
の
簡
潔
な
事
実
の

指
摘
に
止
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
意
義
付
け
な
ど
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
前
章
で
煩

雑
な
事
実
関
係
の
記
載
を
行
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
屋
上
屋
を
架
す
謗
り
は
免

れ
が
た
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
検
討
し
て
み
た
い
。

本
文
の
墨
書
・
印
影
の
移
り
の
関
係
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ア
、
墨
書
・
印
影
の
移
り
は
第
一
七
紙
第
五
行
に
あ
る
折
目
（
折
目
Ｂ
）
を
対
称
軸
と

し
て
発
生
し
て
い
る
。

イ
、
折
目
か
ら
左
の
部
分
へ
の
墨
移
り
は
、
第
一
八
紙
に
ま
で
一
部
断
続
的
に
確
認
で

き
る
が
、
第
一
七
紙
末
尾
の
第
八
行
の
墨
移
り
は
、
第
一
八
紙
と
の
接
続
部
分
で
切

断
さ
れ
て
お
り
、
第
一
八
紙
に
は
続
か
な
い
。
折
目
か
ら
第
一
七
紙
末
尾
ま
で
の
墨

移
り
は
、
一
部
明
瞭
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
一
三
行
分
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
第
一

六
紙
本
文
第
一
七
行
か
ら
第
一
七
紙
本
文
第
四
行
に
か
け
て
の
一
三
行
の
本
文
が
転

（１７５）
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倉

移り
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移り（転写元不明）

18 17 16 15

倉

倉

倉

倉

倉

移り

折目B

移り（転写元不明）

18 17 16 15

倉

倉

倉

写
元
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
八
紙
の
墨
移
り
に
つ
い
て
は
、
明
瞭
な
転
写
元
を
特
定

す
る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

ウ
、
一
方
折
目
か
ら
右
部
分
に
は
、
第
一
六
紙
第
一
二
行
ま
で
断
続
的
に
墨
移
り
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
一
七
紙
第
四
行
か
ら
右
へ
第
一
六
紙
第
第
一
七
行
ま
で

の
一
二
行
分
の
墨
移
り
は
、
第
一
七
紙
本
文
第
六
行
か
ら
本
文
第
一
七
行
に
か
け
て

の
一
二
行
分
の
本
文
が
転
写
元
と
な
っ
て
い
る
。

墨
移
り
は
こ
れ
よ
り
右
に
第
一
六
紙
第
一
二
行
付
近
ま
で
断
続
的
に
続
い
て
い
る

が
、
そ
の
転
写
元
は
、
第
一
七
紙
の
後
の
接
続
す
る
第
一
八
紙
の
記
載
に
は
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
在
残
ら
な
い
別
の
部
分
が
転
写
元
に
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

エ
、
転
写
元
に
は
「
新
兵
士
」
な
ど
本
文
よ
り
も
墨
色
の
濃
い
追
記
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
墨
移
り
し
て
い
な
い
。

オ
、
印
影
の
明
瞭
な
移
り
は
倉
印
の
み
で
、
国
印
に
つ
い
て
は
可
能
性
の
あ
る
部
分
は

残
る
も
の
の
、
明
瞭
な
移
り
は
確
認
で
き
な
い
。

こ
れ
ら
の
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
す
る
墨
書
・
印
影
の
移
り
の
状
況
を
模
式
的
に
示
す

と
挿
図
9
の
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
ア
の
第
一
七
紙
第
五
行
の
折
目
Ｂ
は
、
現
状
で
は
因
幡
国
戸
籍
の
面
が
山
で
、

韓
国
形
見
解
を
内
側
に
し
て
折
っ
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
韓
国
形
見
解
の
保
管

形
態
に
関
わ
る
折
目
と
み
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
折

目
は
墨
移
り
の
対
称
軸
に
も
な
っ
て
い
た
。
墨
移
り
は
当
然
因
幡
国
戸
籍
の
面
を
内
側

に
し
て
折
ら
な
け
れ
ば
発
生
し
得
な
い
か
ら
、
折
山
が
現
在
と
は
逆
の
時
期
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
墨
移
り
は
こ
の
折
目
Ｂ
か
ら
韓
国
形
見
解
を
六
ツ
折
に
し
て

挿図9 因幡国戸籍 折目Ｂを対称軸とする墨書・朱印の移り模式図

（１７４）
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保
管
し
た
際
の
こ
れ
の
右
（
韓
国
形
見
解
の
面
で
）
に
続
く
折
目
Ａ
や
、
左
に
続
く
折

目
Ｃ
を
越
え
て
発
生
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
墨
移
り
し
た
際
に
は
、
折
目
Ｂ
は
あ
っ
た

が
、
折
目
Ａ
や
折
目
Ｃ
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
折
目
Ｂ
は
ほ
か
の
折
目
と
は
別
の

由
来
を
も
つ
折
目
で
、
も
と
も
と
は
折
山
が
逆
で
あ
り
、
こ
れ
が
韓
国
形
見
解
の
保
管

の
六
ツ
折
の
折
目
の
一
つ
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
折
目
が
付

け
ら
れ
た
の
は
い
つ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
墨
移
り
の
発
生
時
期
に

つ
い
て
考
え
る
重
要
な
指
標
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
で
重
要
な
の
は
イ
・
ウ
の
所
見
で
、
こ
と
に
ウ
に
指
摘
し
た
第
一
七
紙
末
尾

に
み
ら
れ
る
第
一
六
紙
本
文
第
一
七
行
の
「
妹
海
部
真
成
女
年
廿
五

正
女
」
を
転
写

元
と
す
る
墨
移
り
が
継
目
で
切
断
さ
れ
て
い
る
事
実
と
、
第
一
八
紙
の
記
載
と
は
別
の

記
載
を
転
写
元
と
す
る
墨
移
り
が
第
一
六
紙
第
一
七
行
よ
り
前
に
発
生
し
て
い
る
事
実

は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
い
わ
ば
表
裏
一
体
の
事
実
で
あ
っ
て
、
墨
移
り
が
発
生

し
た
段
階
で
は
、
第
一
八
紙
と
は
異
な
る
記
載
が
第
一
七
紙
の
後
ろ
に
続
い
て
い
た
こ

と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
墨
移
り
は
第
一
八
紙
を
こ
こ
に
接
続
す
る
よ
り
も
前
の
段
階

で
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
八
紙
の
接
続
は
、
韓
国
形
見
解
の
最

終
完
成
時
点
で
あ
る
か
ら
、
墨
移
り
の
発
生
は
八
世
紀
に
遡
る
こ
と
に
な
る
。

八
世
紀
の
い
つ
か
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
①
因
幡
国

戸
籍
作
成
時
…
…
計
帳
歴
名
作
成
の
過
程
で
の
一
時
保
管
に
お
い
て
。
②
韓
国
形
見
解

の
作
成
時
…
…
韓
国
形
見
解
作
成
過
程
で
の
一
時
保
管
に
お
い
て
。
こ
れ
は
因
幡
国
戸

籍
が
ど
う
い
う
理
由
で
造
東
大
寺
司
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
と
も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
。

計
帳
歴
名
と
し
て
の
因
幡
国
戸
籍
は
、
基
本
的
に
棒
軸
な
い
し
題
籤
軸
に
巻
か
れ
て

い
た
は
ず
で
、
折
っ
て
保
管
す
る
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
し
に
く
い
。
一
方
、
韓

国
形
見
解
と
し
て
の
利
用
過
程
で
は
、
巻
子
か
ら
一
定
量
切
断
し
て
の
軸
か
ら
離
れ
た

状
態
で
の
再
利
用
で
あ
る
か
ら
、
折
っ
て
の
保
管
は
充
分
あ
り
得
る
。
た
だ
、
墨
移
り

す
る
ほ
ど
の
時
間
の
経
過
、
あ
る
い
は
環
境
に
置
か
れ
た
と
は
俄
に
考
え
が
た
い
面
も

あ
る
。

そ
の
点
で
言
う
と
、
エ
・
オ
の
所
見
は
示
唆
的
で
あ
る
。
前
年
記
載
を
機
械
的
に
年

齢
だ
け
加
算
し
て
引
き
写
し
た
部
分
が
墨
移
り
し
て
い
る
の
に
、
当
年
の
兵
士
の
異
動

の
追
記
や
国
印
が
移
っ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
墨
書
や
印
影
の
移
り
の
発
生
時
期
に
つ
い

て
、
①
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
計
帳
歴
名
作
成
過
程
の
可
能
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
昨
年
の
計
帳
歴
名
作
成
以
降
の
異
動
を

記
入
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
あ
と
、
異
動
を
記
入
し
国
印
を
押
捺
し
て

一
応
の
完
成
を
み
る
ま
で
の
間
の
因
幡
国
で
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。

確
か
に
、
変
動
記
載
に
備
え
た
書
き
込
み
用
の
計
帳
歴
名
が
、
軸
に
巻
か
ず
に
保
管
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
材
料
は
な
い
。
し
か
し
、
墨
書
や
印
影

の
移
り
が
あ
る
の
は
厳
然
と
し
た
事
実
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
事
実
を
前
提
に
い
わ
ば

計
帳
歴
名
案
と
も
い
え
る
帳
簿
が
、
ば
ら
け
た
状
態
で
管
理
さ
れ
、
あ
る
い
は
室
外
に

持
ち
出
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い

（
7
）〔
補
註
〕。

④
第
一
八
紙
の
貼
り
継
ぎ
と
そ
の
原
位
置

韓
国
形
見
解
に
お
け
る
縦
界
線
の
状
況
か
ら
み
て
、
第
一
八
紙
が
因
幡
国
戸
籍
の
面

で
い
う
な
ら
、
第
一
五
紙
よ
り
も
前
の
部
分
に
あ
っ
た
と
の
推
定
を
述
べ
た
（
一（
6
）

①
）
が
、
こ
の
点
は
、
因
幡
国
戸
籍
自
体
の
観
察
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
つ
は
、
縦
界
線
の
幅
で
あ
る
。
第
一
八
紙
の
界
幅
は
二
〇
㎜
未
満
で
、
こ
れ
は
最

（１７３）

（
二
八
）
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も
幅
の
狭
い
行
で
も
二
〇
㎜
を
計
る
第
一
六
・
一
七
紙
と
は
著
し
い
違
和
感
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
一
五
紙
は
、
第
一
八
紙
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
広
い
と
こ
ろ
で
二

〇
㎜
で
、
第
一
八
紙
に
近
い
。
ま
た
、
戸
口
に
神
部
姓
が
存
在
す
る
こ
と
に
も
、
第
一

八
紙
と
第
一
五
紙
と
の
親
和
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
因
幡
国
戸
籍
の
面
か
ら
み
て
も
、
第
一
八
紙
は
元
々
第
一
五
紙
の
前

の
部
分
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
韓
国
形
見
解
の
末
尾
（
因
幡
戸
籍
側
の
先
頭
）
に

あ
っ
た
余
白
を
切
り
取
っ
て
、
韓
国
形
見
解
の
頭
（
因
幡
国
戸
籍
の
末
尾
）
に
付
け
た

結
果
、
関
連
す
る
部
分
が
前
後
に
分
断
し
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
第
一
五
紙
の
端
に
も
、

ま
た
第
一
八
紙
の
奥
に
も
、
因
幡
倉
印
が
半
存
す
る
。
印
影
の
重
複
が
な
け
れ
ば
、
少

な
く
と
も
三
行
分
程
度
の
欠
落
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
両
者
は
比
較
的
近
接

す
る
位
置
に
あ
り
、
同
じ
戸
の
記
載
で
あ
る
可
能
性
も
充
分
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

⑤
第
一
七
紙
に
本
来
続
い
て
い
た
記
載
の
復
元

第
一
七
紙
最
終
行
本
文
の
「
孫
伊
福
部
足
人
年
九

小
子
」
は
、
第
一
六
紙
第
一
七

行
の
本
文
「
妹
海
部
真
成
女
年
廿
五

正
女
」
と
、
第
一
八
行
の
本
文
「
伊
福
部
小
足

年
卅
九

正
丁
」
と
の
行
間
の
位
置
に
墨
移
り
し
て
い
る
が
、
墨
移
り
は
そ
の
前
に
も

連
続
し
て
お
り
、
そ
の
転
写
元
は
、
元
第
一
七
紙
に
つ
な
が
っ
て
い
た
部
分
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
墨
移
り
を
読
む
こ
と
に
よ
り
、
今
は
残
ら
な
い
こ
の
部
分

を
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1

孫
伊
福
部
足
人
年
九

小
子

（
第
一
七
紙
第
一
七
行
。
こ
こ
ま
で
現
存
）

2

孫〔
伊
ヵ
〕

□
福
部
□
女
年

3

ま
た
、
こ
れ
以
降
の
行
は
文
字
の
復
元
は
で
き
な
い
が
、
第
一
六
紙
第
一
三
行
か
ら

第
一
五
行
に
か
け
て
「
因
幡
倉
印
」
の
移
り
が
認
め
ら
れ
る
（
特
に
最
下
段
の
移
り
が

顕
著
）
こ
と
か
ら
み
て
、
恐
ら
く
五
行
目
に
身
分
異
動
を
伴
う
人
物
の
記
載
が
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
但
し
、
現
存
す
る
箇
所
に
比
べ
る
と
、
移
り
か
ら
確
認
で
き
る
押
捺
位

置
は
、
他
と
異
な
り
紙
の
下
端
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
四
段
に
わ
た
っ
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
下
端
に
ま
で
達
す
る
長
い
本
文
記
載
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
内
容
や
理
由
は
不
詳
で
あ
る
。

⑥
因
幡
国
戸
籍
の
成
立
過
程

因
幡
国
戸
籍
の
成
立
過
程
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
前
年
の
計
帳
歴
名
に
基

づ
き
、
機
械
的
に
一
歳
ず
つ
加
算
し
て
書
き
写
す
。
身
分
変
動
予
定
者
も
予
め
新
た
な

年
齢
区
分
を
「
進
男
」・「
進
丁
」
な
ど
と
記
載
し
て
お
く
。
去
年
の
歴
名
作
成
後
に
生

ま
れ
て
前
年
歴
名
に
追
記
さ
れ
て
い
た
者
は
、
新
た
に
行
を
立
て
て
記
入
し
て
お
く

（
こ
れ
を
草
案
と
称
し
て
お
く
）。

こ
こ
ま
で
の
準
備
を
し
た
上
で
、
大
別
し
て
二
種
類
の
追
記
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一

つ
は
合
点
を
付
す
追
記
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
年
の
身
分
変
動
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

三
種
類

ａ
新
生
児
、
ｂ
年
齢
区
分
の
異
動
、
ｃ
兵
士
の
点
定

に
分
け
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
は
朱
圏
点
を
付
す
追
記
（
ｄ
）
で
あ
る
。

ａ
の
新
生
児
は
、
昨
年
の
計
帳
歴
名
作
成
以
後
に
誕
生
し
た
者
で
、
草
案
作
成
時
ま

で
に
把
握
の
済
ん
で
い
た
者
（
第
一
六
紙
本
文
第
一
五
行
の
海
部
長
田
。「
帳
後
生
」
と

あ
り
、
計
帳
歴
名
作
成
以
後
前
年
に
誕
生
し
た
者
で
、
年
齢
は
二
歳
と
な
る
）
と
、
草

案
作
成
後
に
把
握
し
姓
名
自
体
が
追
記
さ
れ
て
い
る
者
（
第
一
七
紙
本
文
第
一
四
行
と

（１７２）

（
二
九
）
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し
て
挿
入
さ
れ
た
伊
福
部
乙
万
呂
。
合
点
を
付
す
作
業
の
過
程
で
誕
生
を
把
握
し
た
者

と
み
ら
れ
、
年
齢
は
一
歳
と
な
る
）
と
が
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
歴
名
へ
の
登
載
自
体

は
済
ん
で
い
た
も
の
の
、
合
点
追
記
を
伴
う
照
合
の
対
象
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
に
な
り
、「
帳
後
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、「
帳
」
す
な
わ
ち
計
帳
歴
名
の

作
成
が
合
点
追
記
を
伴
う
年
に
一
度
の
照
合
の
機
会
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

新
生
児
に
は
、
合
点
と
と
も
に
、
こ
れ
よ
り
は
薄
い
墨
色
の
「
今
」
の
追
記
が
伴
う
。

計
帳
歴
名
に
「
今
」
年
新
規
に
登
載
さ
れ
る
、
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
合
点
の
位

置
は
、
草
案
段
階
か
ら
記
載
さ
れ
て
い
た
者
は
姓
名
の
右
肩
、
行
間
に
挿
入
さ
れ
た
者

は
「
今
」
の
右
肩
と
な
っ
て
い
る
。

ｂ
の
年
齢
区
分
の
異
動
者
は
、
今
年
一
八
歳
ま
た
は
二
二
歳
に
な
り
、
小
子
か
ら
中

男
へ
、
あ
る
い
は
中
男
か
ら
正
丁
へ
と
年
齢
区
分
が
変
わ
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
機

械
的
年
齢
加
算
で
把
握
で
き
る
た
め
、
異
動
対
象
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
予
め
草

案
段
階
で
「
進
男
」・「
進
丁
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
合
点
は
姓
名
の
右
肩
に
付
さ
れ
て

い
る
。
ａ
の
新
生
児
の
合
点
と
同
じ
位
置
に
あ
り
、
同
一
の
機
会
に
付
さ
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
正
丁
に
な
っ
た
者
に
は
欄
外
上
部
に
「
上
」
と
記
す
。

本
人
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

ｃ
兵
士
の
点
定
は
、
継
続
し
て
兵
士
と
し
て
出
仕
す
る
者
に
は
特
別
の
追
記
は
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
新
た
に
兵
士
に
点
定
さ
れ
た
者
に
は
「
新
兵
士
」
の
追
記
が
、
ま
た
こ

れ
に
伴
っ
て
兵
士
の
任
を
解
か
れ
た
者
に
は
「
兵
士
」
の
註
記
に
「
解
」
が
追
記
さ
れ

る
。
そ
し
て
新
旧
双
方
の
兵
士
に
つ
い
て
何
ら
か
の
照
合
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の

結
果
が
各
々
の
姓
名
の
上
部
の
合
点
と
し
て
記
録
さ
れ
る
。
合
点
の
形
状
は
ａ
・
ｂ
の

場
合
と
同
一
で
、
担
当
者
は
同
じ
可
能
性
が
あ
ろ
う
が
、
付
さ
れ
る
位
置
が
異
な
っ
て

お
り
、
ｃ
に
伴
う
合
点
は
、
姓
名
の
直
上
に
付
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
意
図
的

な
書
き
分
け
の
可
能
性
が
あ
る
。

照
合
の
結
果
は
、
合
点
と
と
も
に
、
因
幡
倉
印
の
押
捺
と
い
う
形
で
も
記
録
さ
れ
る
。

但
し
、
ａ
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
く
、
ま
た
、
ｃ
の
う
ち
「
新
兵
士
」
に
も
押

捺
は
見
ら
れ
な
い
（
第
一
七
紙
第
一
三
行
の
伊
福
部
有
床
）。
第
一
八
紙
末
尾
に
見
え
る

「
新
兵
士
」
の
神
部
黒
麻
呂
に
つ
い
て
は
、
因
幡
倉
印
が
押
捺
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も

み
え
る
が
、
こ
れ
は
あ
る
い
は
前
行
の
「
兵
士
解
」
に
主
眼
が
あ
る
押
捺
と
解
す
る
余

地
も
あ
る
。
ａ
が
押
捺
対
象
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
る
と
、
押
捺
の
意
図
は
課
役
の
徴

収
の
変
更
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
兵
士
点
定
に
よ
る
庸
と
雑
徭
の
免
除
に
つ
い
て
は
、

押
捺
が
省
略
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
し
た
合
点
の
位
置
の
違
い
は
、
照
合
の

時
期
差
を
示
す
も
の
と
も
み
ら
れ
る
が
、
位
置
が
異
な
る
と
は
い
え
合
点
の
形
状
が
酷

似
し
て
い
る
こ
と
や
、
両
者
に
わ
た
っ
て
因
幡
倉
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、
同
じ

機
会
を
捉
え
て
の
実
施
と
み
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
機
会
か
。
正
倉
の
印
が
効
力
保
持
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

正
倉
に
お
け
る
何
ら
か
の
行
事
に
伴
う
も
の
と
み
る
の
が
相
応
し
い
。
そ
し
て
思
い
起

こ
さ
れ
る
の
は
「
計
帳
の
日
」
で
あ
る
。
既
に
樋
口
知
志
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、

兵
士
点
定
は
計
帳
の
日
に
行
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
形
状
の
酷
似
す
る
合

点
の
付
さ
れ
た
ａ
や
ｂ
の
確
認
に
つ
い
て
も
計
帳
の
日
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
の
傍
証
と

な
ろ
う
。
正
倉
が
そ
う
し
た
人
身
把
握
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
証
を
、
こ
の
倉
印

押
捺
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
8
）。

さ
て
、
も
う
一
つ
の
朱
圏
点
の
追
記
ｄ
は
ａ
・
ｂ
・
ｃ
と
は
様
相
を
異
に
す
る
。
朱

圏
点
は
、
三
名
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
上
部
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
（
第
一
六
紙
本
文

（１７１）

（
三
〇
）
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第
六
行
の
「
女
海
部
小
女
年
六

小
女
」、
同
第
一
二
行
の
「
女
海
部
黒
女
年
七

小

女
」、
同
第
二
一
行
の
「
男
伊
福
部
小
廣
年
六

小
子
」）。
何
ら
か
の
照
合
を
行
っ
た
記

録
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
、
こ
れ

を
班
田
に
関
わ
る
と
見
做
す
指
摘
が
あ
る
（
9
）が
、
こ
れ
は
個
人
掌
握
に
主
眼
の
あ
る
因
幡

国
戸
籍
の
よ
う
な
資
料
に
お
い
て
、
班
田
に
関
わ
る
事
務
管
理
を
想
定
す
る
の
は
や
や

突
飛
と
思
わ
れ
る
。
籍
帳
制
の
範
囲
内
で
理
解
で
き
な
い
か
を
考
え
る
の
が
ま
ず
は
筋

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
は
年
齢
が
六
歳
、
ま
た
は
七
歳
で
、
新
規
に
戸

籍
に
登
載
さ
れ
る
際
の
年
齢
の
上
限
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
戸
籍
は
六
年
一
造
で
あ
っ

た
か
ら
、
造
籍
後
に
誕
生
し
た
子
は
、
次
の
造
籍
を
待
っ
て
一
斉
に
戸
籍
に
登
載
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
新
規
登
載
の
者
は
一
歳
か
ら
七
歳
ま
で
の
幅
が
生
じ
る
。
こ
れ

を
毎
年
の
計
帳
歴
名
作
成
の
立
場
か
ら
み
る
と
、
七
歳
ま
で
の
子
に
つ
い
て
は
、
計
帳

歴
名
で
は
掌
握
し
て
い
て
も
、
戸
籍
未
登
録
と
い
う
事
態
が
あ
り
得
る
（
七
歳
が
未
掌

握
に
な
る
の
は
、
籍
年
の
計
帳
歴
名
に
お
け
る
前
回
造
籍
年
に
誕
生
し
た
子
の
場
合
）。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
七
歳
以
下
に
つ
い
て
は
戸
籍
登
録
の
有
無
の
確
認
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
る
だ
ろ
う
。
臆
測
で
は
あ
る
が
、
ｄ
の
朱
圏
点
は
、
戸
籍
に
登
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
記
録
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、

こ
れ
は
因
幡
国
戸
籍
の
作
成
年
を
考
え
る
た
め
に
も
有
効
な
情
報
と
な
ろ
う
（
後
述
）。

⑦
因
幡
国
戸
籍
の
来
歴
に
つ
い
て

因
幡
国
戸
籍
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
樋
口
知
志
氏
の
詳
細
な
検
討
が
あ
る
。
樋
口
氏

は
因
幡
国
戸
籍
を
「
計
帳
歴
名
作
成
の
た
め
の
準
備
資
料
」
と
位
置
付
け
た
上
で
、
計

帳
歴
名
と
し
て
の
京
進
は
一
応
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
主
計
寮
に
お
け
る
課
丁
数
の

確
認
の
た
め
に
、
郷
戸
課
丁
帳
の
代
用
物
と
し
て
、
大
帳
に
付
し
て
民
部
省
宛
に
送
ら

れ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
的
な
ル
ー
ト
に
よ
る
京
進
を
想
定
す
る
と

い
う
点
で
は
、
計
帳
歴
名
の
京
進
と
大
差
は
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
縷
々
述
べ
た
形
状
は
、
い
か
に
臨
時
の
代
用
物
と
は
い
え
、
京
進

文
書
と
し
て
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
因
幡
国
戸
籍
の
墨
移
り
は
そ
れ
が
ま
だ
因
幡
国

内
に
あ
る
段
階
で
、
既
に
発
生
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
第
一
七
紙
第
五
行
に

あ
る
折
目
Ｂ
を
対
称
軸
と
し
て
、
因
幡
国
戸
籍
面
を
内
側
に
し
て
折
っ
た
た
め
に
発
生

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
折
目
は
奉
写
一
切
経
所
に
お
い
て
二
次
利
用
さ
れ
る
際
に

も
ま
だ
目
立
つ
状
況
に
あ
り
、
韓
国
形
見
解
を
六
つ
に
折
り
た
た
ん
で
保
管
す
る
に
際

し
て
も
折
目
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
（
こ
れ
を
基
準
に
し
て
折
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
）。

こ
う
し
た
顕
著
な
折
目
の
あ
る
文
書
が
京
進
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
ま
し
て
や
墨

移
り
の
発
生
し
て
い
る
よ
う
な
文
書
の
京
進
は
想
定
し
難
い
。
因
幡
国
戸
籍
は
、
計
帳

歴
名
作
成
過
程
の
文
書
で
、
国
印
が
捺
さ
れ
た
身
分
変
動
の
原
本
で
あ
る
と
は
い
え
、

当
年
歴
名
の
い
わ
ば
下
書
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
成
過
程
を
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
示

す
よ
う
な
い
わ
ば
内
部
文
書
を
敢
え
て
京
進
さ
せ
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。
も
し
ど

う
し
て
も
照
合
を
行
い
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
通
常
は
畿
外
諸
国
か
ら
は
京
進
さ
せ
な
い

計
帳
歴
名
を
京
進
さ
せ
れ
ば
そ
れ
で
す
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

具
体
的
な
流
れ
は
描
け
な
い
け
れ
ど
も
、
東
大
寺
は
因
幡
国
に
庄
園
を
保
有
し
て
い

た
わ
け
で
あ
る
し
、
写
経
所
が
因
幡
国
と
の
往
来
の
あ
る
人
物
と
交
渉
を
も
っ
て
い
た

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
七
五
八
年
（
天
平
宝
字
二
）
九
月
の
大
津
大
浦
啓

（１７０）

（
三
一
）
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（『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
文
書
巻
四
、
三
〇
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
造
東
大
寺
司
主

典
の
阿
刀
雄
足
の
依
頼
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
物
品
を
調
達
す
る
た
め
に
因
幡
国
に
使

者
を
送
っ
て
お
り
、
そ
の
調
達
は
因
幡
守
の
部
内
巡
行
の
機
会
を
捉
え
た
も
の
で
も

あ
っ
た
ら
し
い
。
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
因
幡
国
戸
籍
の
よ
う
な
公
文
が
、
私
的
な
ル
ー

ト
に
よ
っ
て
造
東
大
寺
司
写
経
所
に
も
た
ら
さ
れ
る
道
は
開
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
因
幡
国
に
一
定
期
間
計
帳
歴
名
作
成
過
程
の
原
簿
と
し
て
保
管
さ
れ
て

い
た
も
の
が
、
廃
棄
後
に
造
東
大
寺
司
の
私
的
な
ル
ー
ト
で
都
に
運
ば
れ
て
写
経
所
に

入
っ
た
と
み
る
方
が
、
京
進
を
経
た
公
的
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
の
入
手
を
無
理
に
想
定

す
る
よ
り
は
遙
か
に
自
然
で
あ
ろ
う
。

⑧
因
幡
国
戸
籍
の
作
成
年

因
幡
国
戸
籍
の
作
成
年
は
、
一
八
歳
か
ら
中
男
、
二
二
歳
か
ら
正
丁
と
す
る
年
齢
区

分
に
よ
っ
て
、
令
制
か
ら
一
歳
ず
つ
の
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ
た
七
五
七
年
（
天
平
宝

字
元
）
四
月
を
上
限
と
し
、
韓
国
形
見
解
の
七
七
二
年
（
宝
亀
三
）
三
月
を
下
限
と
す

る
の
は
明
ら
か
だ
が
、
干
支
を
名
に
も
つ
者
の
年
齢
に
基
づ
く
松
崎
英
一
氏
の
研
究
に

よ
っ
て
、
七
六
二
年
（
天
平
宝
字
六
）
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
⑥
で
述
べ
た
朱
圏
点
を
班
田
に
関
わ
る
と
す
る
見
方
を
敷
衍
さ
せ
た
樋
口
知

志
氏
は
、
造
籍
年
な
い
し
班
田
年
の
作
成
を
主
張
し
、
松
崎
説
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し

た
。こ

の
点
は
、
因
幡
国
戸
籍
が
京
進
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
、
そ
の
来
歴
の
議

論
と
も
密
接
に
関
わ
る
が
、
樋
口
知
志
氏
の
議
論
の
難
点
は
、
京
進
を
前
提
に
し
た
議

論
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
少
し
資
料
そ
の
も
の
に
即
し
た
議
論
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
松
崎
英
一
氏
の
論
旨
は
正
当
で
あ
り
、
こ
れ
を
否
定
す
る
材
料
は
な
い
。
造

籍
年
ま
た
は
班
田
年
と
す
る
樋
口
知
志
氏
の
反
論
は
、
朱
圏
点
を
班
田
に
関
わ
る
と
す

る
仮
説
に
基
づ
く
も
の
で
、
反
論
に
な
っ
て
い
な
い
。
松
崎
説
の
当
否
は
、
こ
れ
に
矛

盾
す
る
事
実
が
な
い
か
ど
う
か
、
客
観
的
に
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
素
材

が
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
⑥
に
述
べ
た
朱
圏
点
の
あ
り
方
は
、
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く

れ
る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
、
こ
れ
が
戸
籍
登
載
者
の
照
合
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
対

象
者
は
六
歳
と
七
歳
の
み
で
、
五
歳
で
対
象
外
の
者
が
確
認
で
き
る
（
第
一
七
紙
本
文

七
行
の
「
女
伊
福
部
吾
女
」）
か
ら
、
一
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
者
は
確
認
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
、
す
な
わ
ち
ま
だ
戸
籍
登
録
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
と

り
も
な
お
さ
ず
、
彼
ら
が
前
回
の
造
籍
年
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
因
幡
国
戸
籍
は
前
回
の
籍
年
か
ら
数
え
て
最
短
で
五
年
目
の

作
成
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
籍
年
の
造
籍
後
の
誕
生
で
あ
れ
ば
、
戸
籍
登
載
は
次
回

送
り
と
な
る
か
ら
、
五
歳
の
戸
籍
未
登
録
者
は
、
籍
年
か
ら
数
え
て
五
年
目
以
降
で
あ

れ
ば
発
生
し
得
る
）。
韓
国
形
見
解
が
作
成
さ
れ
た
七
七
二
年
（
宝
亀
三
年
）
よ
り
前
の

造
籍
年
は
、
直
近
か
ら
順
に
、
七
七
〇
年
（
宝
亀
元
）、
七
六
四
年
（
天
平
宝
字
八
）、

七
五
八
年
（
天
平
宝
字
二
）、
七
五
二
年
（
天
平
勝
宝
六
）
で
、
そ
れ
か
ら
数
え
て
五
年

目
で
か
つ
七
五
七
年
（
天
平
宝
字
元
）
の
年
齢
区
分
引
き
上
げ
と
い
う
条
件
を
満
た
す

年
は
、
七
六
二
年
（
天
平
宝
字
六
）
と
七
六
八
年
（
神
護
景
雲
二
）
の
二
年
で
あ
る
。

松
崎
説
の
七
六
二
年
は
こ
の
観
点
か
ら
も
因
幡
国
戸
籍
の
作
成
年
と
し
て
の
条
件
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
迂
遠
な
論
証
で
は
あ
る
が
、
因
幡
国
戸
籍
の
内
容
に
即
し

（１６９）

（
三
二
）
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た
検
討
か
ら
も
松
崎
説
は
補
強
さ
れ
得
る
と
考
え
ら
れ
、
本
稿
に
お
い
て
は
七
六
二
年

（
天
平
宝
字
六
）
作
成
説
を
取
る
こ
と
に
し
た
い
。

あ
と
が
き

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
因
幡
国
戸
籍
に
つ
い
て
、
改
め
て
実
物
に
即
し
た
観
察
を

行
っ
て
そ
の
所
見
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
見
に
基
づ
く
因
幡
国
戸
籍
の
資
料

と
し
て
の
性
格
全
般
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
た
。
本
稿
を
草
す
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
ひ
と
え
に
因
幡
国
戸
籍
自
体
が
雄
弁
な
情
報
に
溢
れ
た
資
料
で
あ
る
こ
と
に
起
因

し
て
い
る
。
資
料
そ
の
も
の
の
情
報
を
ど
こ
ま
で
正
確
か
つ
完
全
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
た
か
、
こ
と
に
語
ろ
う
と
し
て
い
る
情
報
を
見
落
と
し
て
い
る
場
合
が
多
々
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
抹
の
不
安
は
禁
じ
得
な
い
。
ま
た
、
努
め
て
観
察
所
見
か
ら

客
観
的
に
窺
え
る
情
報
を
提
示
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
主
観
的
な
判
断
を
交
え
て

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
も
禁
じ
得
な
い
。
た
だ
、
筆
者
の
意
図
は
、
あ
く

ま
で
観
察
記
録
の
管
見
を
、
あ
り
の
ま
ま
に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
が
熟
覧

の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
者
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
冗
長
な
叙
述
の
謗
り
を
覚
悟
で
、
あ
え

て
観
察
記
録
の
体
裁
で
文
章
化
を
試
み
た
所
以
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
観
察
所
見
自
体

が
私
自
身
の
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
観
察
と
は
所
詮
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
本
稿
の
観
察
所
見
の
責
は
全
て
筆
者
が
負
う
も
の
で
あ
る
。
資
料
そ
の
も
の

の
語
る
豊
か
な
情
報
を
充
分
か
つ
正
確
に
伝
え
得
て
い
な
い
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

れ
は
全
て
観
察
者
で
あ
る
筆
者
の
責
任
で
あ
る
。
ま
た
、
情
報
提
示
を
優
先
し
た
た
め
、

既
往
の
研
究
に
お
け
る
指
摘
や
解
釈
に
必
ず
し
も
充
分
に
配
慮
し
た
記
述
に
な
っ
て
い

な
い
面
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
点
は
、
先
学
な
ら
び
に
識
者
、
そ
し
て
何
よ
り
も
資
料
自

体
に
ご
寛
恕
願
う
し
か
な
い
。

（
わ
た
な
べ

あ
き
ひ
ろ

奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
長
）

註

（
1
）
国
印
・
倉
印
と
も
因
幡
の
「
幡
」
は
「
播
」
の
字
形
で
あ
る
。
八
世
紀
の
木
簡
に
見

え
る
表
記
も
全
て
「
因
播
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
は
「
因
播
」
と
表
記
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
慣
例
に
従
っ
て
「
因
幡
」
の
表
記
を
用
い
る
こ

と
と
す
る
。

（
2
）
正
倉
院
文
書
に
お
け
る
公
文
の
二
次
利
用
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
晃
宏
「
金
光

明
寺
写
経
所
と
反
故
文
書
」（
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
『
弘
前
大
学
国
史
研
究
』
八
一
、

一
九
八
六
年
）
に
一
覧
表
の
形
で
整
理
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
以
下
、
国
印
の
押
捺
位
置
や
状
況
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
と
ど

め
た
。
国
印
押
捺
に
関
す
る
全
般
的
な
理
解
に
つ
い
て
は
、
本
文
二
（
6
）
②
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
計
帳
制
度
全
般
、
及
び
そ
の
京
進
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
杉
本
一
樹
氏
の
論
考
を
参

照
さ
れ
た
い
（「
計
帳
歴
名
の
京
進
に
つ
い
て
」『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
一
年
。
初
出
は
一
九
八
五
年
）。

（
5
）
計
帳
歴
名
の
作
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
晃
宏
「
籍
帳
制
の
構
造

手
実
・
歴

名
の
検
討
か
ら

」（
日
本
歴
史
学
会
『
日
本
歴
史
』
五
二
五
、
一
九
九
二
年
）
を

参
照
。
本
稿
に
お
け
る
計
帳
歴
名
作
成
過
程
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
基
本
的
に
こ
れ

に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
渡
辺
晃
宏
「
籍
帳
」（
平
川
南
・
沖
森
卓
也
・
栄
原
永
遠

（１６８）

（
三
三
）
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男
・
山
中
章
編
『
文
字
と
古
代
日
本
』
一
支
配
と
文
字
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四

年
）
で
も
、
そ
の
梗
概
に
つ
い
て
整
理
し
て
い
る
。

（
6
）
計
帳
の
日
に
つ
い
て
は
、
中
村
英
重
「
計
帳
の
日
」（
駒
澤
大
学
大
学
院
史
学
会
古
代

史
部
会
『
史
聚
』
一
二
、
一
九
八
〇
年
）、
及
び
本
文
前
掲
樋
口
知
志
論
文
を
参
照
。

（
7
）
そ
も
そ
も
紙
の
文
書
に
お
け
る
墨
書
の
移
り
は
ど
の
よ
う
な
環
境
下
で
ど
の
程
度
の

頻
度
で
発
生
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
そ
の
点
を
考
察
す
る
た
め
の

充
分
な
素
材
を
私
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
観
点
の
研
究
は
恐
ら

く
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
も
因
幡
国
戸
籍
の
特
異
性
が
際
立

つ
の
で
あ
る
が
、
因
幡
国
戸
籍
が
成
巻
さ
れ
て
い
る
正
倉
院
文
書
正
集
第
二
九
巻
に
、

因
幡
国
戸
籍
の
前
（
右
）
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
天
平
九
年
但
馬
国
正
税
帳
の
場
合

に
は
、
成
巻
状
態
で
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る
、
裏
面
の
天
平
十
六
年
十
二
月
の
経
師

手
実
の
墨
書
か
ら
の
移
り
が
多
数
確
認
で
き
る
（
墨
移
り
は
ど
ち
ら
を
内
側
に
し
て

巻
い
て
も
同
様
に
発
生
し
得
る
）。
そ
こ
で
、
参
考
ま
で
に
、
こ
の
墨
移
り
の
状
況
に

つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

但
馬
国
正
税
帳
Ｃ
断
簡
の
正
集
第
二
九
巻
第
六
紙
第
一
五
行
の
「
馬
皮
壹
張
」
の

上
方
に
は
、
左
文
字
と
な
っ
た
「
古
乎
万
呂
写
書
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
転
写
元
は
、

「
馬
皮
壹
張
」
の
四
行
前
に
あ
る
第
一
一
行
の
「
酒
貳
斗
陸
升
」
の
記
載
の
紙
背
に

あ
た
る
位
置
に
あ
り
、
文
字
の
中
心
で
計
っ
て
約
九
・
九
四
㎝
離
れ
た
位
置
に
墨
移

り
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
紙
の
厚
さ
を
無
視
す
れ
ば
、
巻
径
は
三
・
一
六
㎝
と
な
る

（
以
下
、
天
平
十
六
年
十
二
月
の
経
師
手
実
の
墨
移
り
に
関
わ
る
計
測
数
値
は
、
実

測
値
で
は
な
く
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』
所
収
の
写
真
上
の
計
測
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
）。

次
に
、
第
一
七
行
と
第
一
八
行
の
上
方
に
「
民
屯
万
呂
写
書
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。

転
写
元
は
第
一
三
行
と
第
一
四
行
の
間
の
紙
背
に
あ
た
る
位
置
に
あ
り
、
同
様
に
計

測
す
る
と
、
距
離
は
一
〇
・
三
〇
㎝
で
、
巻
径
は
三
・
四
二
㎝
と
な
る
。

次
に
、
第
七
紙
第
五
行
の
「
金
漆
塗
�
甲
壹
拾
参
領
」
の
上
方
に
「
林
浄
道
写
書

一
巻
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
転
写
元
は
第
七
紙
第
一
行
の
紙
背
に
あ
た
る
位
置
に
あ

り
、
同
様
に
計
測
す
る
と
、
距
離
は
九
・
五
七
㎝
で
、
巻
径
は
三
・
一
七
㎝
と
な
る
。

次
に
、
第
七
紙
第
一
一
行
の
「
壹
領
无
�
覆
行
縢
」
の
上
方
に
「
既
母
白
万
呂
写

書
一
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
転
写
元
は
、
第
七
紙
第
六
行
の
紙
背
に
あ
た
る
位
置
に

あ
り
、
距
離
は
一
一
・
五
九
㎝
で
、
巻
径
は
三
・
六
九
㎝
と
な
る
。

次
に
、
第
七
紙
第
一
五
行
の
「
買
立
傳
馬
壹
拾
貳
疋
」
の
上
方
に
「
王
廣
万
呂
写

書
一
巻
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
転
写
元
は
、
第
七
紙
第
一
一
行
の
紙
背
に
あ
た
る
位

置
に
あ
り
、
距
離
は
九
・
九
四
㎝
で
、
巻
径
は
三
・
一
六
㎝
と
な
る
。

こ
れ
以
後
も
点
々
と
墨
移
り
が
確
認
で
き
、
明
瞭
な
も
の
と
し
て
は
、
第
八
紙
第

一
四
行
の
「
齎
太
政
官
逓
送
免
田
租
詔
書
来
使
」
と
第
一
五
行
の
「
拾
日
〈
使
五
日

／
将
従
五
日
〉」
の
行
間
の
上
方
に
、「
十
七
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
第
八
紙

第
一
一
行
の
割
書
右
行
の
「
使
五
日
」
の
紙
背
に
あ
た
る
位
置
に
あ
る
、
志
紀
咋
万

呂
の
項
の
三
行
目
「
正
用
卅
七
」
に
続
く
割
書
右
行
が
墨
移
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

転
写
元
と
の
距
離
は
、
九
・
二
㎝
、
巻
径
は
二
・
九
三
㎝
に
復
元
で
き
る
。
現
在
の

正
集
成
巻
状
況
で
は
、
転
写
元
は
墨
移
り
位
置
よ
り
も
約
一
行
分
の
奥
（
左
）
に
来

る
か
ら
、
墨
移
り
は
現
在
よ
り
も
細
く
巻
か
れ
て
い
た
際
に
生
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
転
写
元
の
わ
か
る
顕
著
な
墨
移
り
と
し
て
は
、
但
馬
国
正
税
帳
Ｅ
断
簡
の
第

一
一
紙
の
第
一
七
行
と
第
一
八
行
の
間
の
上
方
に
「
蜂
」
の
墨
移
り
が
あ
る
。
こ
れ

は
、
四
行
前
の
紙
背
に
あ
た
る
位
置
の
「
蜂
田
在
人
」
の
「
蜂
」
の
墨
移
り
で
、
距

離
は
九
・
七
五
㎝
、
巻
径
は
三
・
一
一
㎝
と
な
る
。
但
し
、
こ
の
墨
移
り
も
現
在
の

正
集
成
巻
状
況
で
は
、
転
写
元
は
墨
移
り
位
置
よ
り
も
約
一
行
分
の
奥
（
左
）
に
来

る
か
ら
、
墨
移
り
は
現
在
よ
り
も
細
く
巻
か
れ
て
い
た
際
に
生
じ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
事
例
は
但
馬
国
正
税
帳
Ｆ
断
簡
の
第
一
三
紙
の
第
一
行
の
左
傍
の
墨
移

り
「
天
平
十
六
年
十
二
月
十
五
日
検
人
成
」（
転
写
元
は
丈
部
子
虫
の
項
の
日
付
け
）、

（１６７）

（
三
四
）
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第
六
行
の
墨
移
り
「
天
平
十
六
年
十
二
月
十
五
日
」（
転
写
元
は
錦
部
大
名
の
項
目
の

日
付
け
）、
但
馬
国
正
税
帳
Ｇ
断
簡
の
第
一
四
紙
第
六
行
と
第
七
行
の
上
方
の
墨
移

り
「
上
」（
転
写
元
は
忍
海
広
次
の
項
の
順
正
論
疏
の
重
書
訂
正
）
に
お
い
て
も
同
様

に
認
め
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
現
在
の
巻
き
で
は
転
写
元
は
約
一
行
分
左
（
奥
）
に
位

置
し
、
現
在
よ
り
も
細
く
巻
か
れ
て
い
た
際
の
墨
移
り
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

墨
移
り
関
係
を
も
う
少
し
詳
細
に
調
べ
る
な
ら
ば
、
写
経
所
文
書
の
紙
背
に
残
さ

れ
た
公
文
類
の
本
来
の
巻
物
に
お
け
る
位
置
、
ひ
い
て
は
接
続
の
順
序
が
特
定
で
き

る
か
も
知
れ
な
い
が
、
正
集
第
二
九
巻
の
但
馬
国
正
税
帳
の
場
合
に
、
現
在
の
復
元

順
序
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
所
見
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

さ
て
、
縷
々
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
但
馬
国
正
税
帳
へ
の
手

実
の
墨
移
り
は
、
正
集
成
巻
後
に
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
写
経
所
文
書
が
帳
簿
の

表
と
し
て
成
巻
さ
れ
て
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
手
実
帳
の
成
巻
か
ら
正
集
成
巻
に

よ
っ
て
表
裏
が
改
め
ら
れ
る
ま
で
の
間
の
ど
こ
か
の
時
点
で
発
生
し
て
い
る
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

た
だ
、
墨
移
り
の
状
況
か
ら
み
る
と
、
因
幡
国
戸
籍
の
墨
移
り
の
よ
う
に
薄
い
墨

が
全
面
的
に
貼
り
付
く
よ
う
な
墨
移
り
に
比
べ
る
と
、
移
り
は
限
定
的
、
か
つ
集
中

的
で
あ
る
。
墨
が
ま
だ
充
分
に
乾
か
な
い
う
ち
に
巻
い
た
た
め
に
墨
を
吸
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
が
濃
厚
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
充
分
な
情
報
を
汲
み
上

げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
墨
移
り
の
状
況
も
文
書
復
元
の
素
材
た
り
得
る
と
い
う

見
通
し
は
得
ら
れ
た
と
思
う
。

（
8
）
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
に
関
わ
る
人
身
掌
握
の
機
会
と
し
て
計
帳
の

日
が
機
能
し
、
そ
の
結
果
が
因
幡
国
戸
籍
に
反
映
し
た
の
は
確
実
と
み
ら
れ
る
。
但

し
、「
上
」・「
新
兵
士
」
な
ど
の
追
記
が
計
帳
の
日
当
日
に
正
倉
の
現
地
で
な
さ
れ
た

可
能
性
は
充
分
あ
ろ
う
が
、
合
点
付
加
の
時
点
に
つ
い
て
は
な
お
別
の
可
能
性
も
考

慮
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
に
付
さ
れ

た
合
点
は
、
い
ず
れ
も
合
点
と
し
て
は
繊
細
に
過
ぎ
る
と
の
印
象
を
拭
い
き
れ
な
い
、

い
わ
ば
現
場
の
臨
場
感
に
乏
し
い
の
で
あ
る
。

さ
り
と
て
明
確
な
代
案
が
提
示
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
因
幡
国
戸
籍
の
浄
書

が
さ
ら
に
行
わ
れ
た
と
考
え
、
身
分
変
動
の
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
確
実
に
修
正
・

転
記
し
た
こ
と
を
記
録
し
た
合
点
と
は
考
え
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

（
9
）
本
文
前
掲
「
正
倉
院
戸
籍
調
査
概
報
（
続
一
）」。
本
文
前
掲
樋
口
論
文
も
こ
の
理
解

を
踏
襲
し
て
い
る
。

〔
補
註
〕
第
一
八
紙
の
墨
移
り
の
う
ち
、
釈
読
可
能
な
第
二
行
の
「
直
」
と
第
四
行
の
「
三
」

の
位
置
関
係
は
、
第
一
六
紙
第
一
六
行
の
「
弟
海
部
真
床
年
廿
一

中
男
」
の

「
真
」
と
第
一
四
行
の
「
妻
海
部
直
橋
足
女
年
廿
三

正
女
」
の
「
三
」
の
位
置

関
係
と
、
ち
ょ
う
ど
反
転
の
関
係
に
あ
る
と
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
否
定
し
た

が
、
前
者
が
後
者
の
墨
移
り
と
す
る
な
ら
ば
、
墨
移
り
は
韓
国
形
見
解
作
成
段
階

に
お
け
る
第
一
八
紙
の
貼
り
継
ぎ
後
に
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
墨
移
り

は
さ
ら
に
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
は
そ
の
可
能
性
が
皆
無
で

は
な
い
こ
と
の
指
摘
に
の
み
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

（１６６）

（
三
五
）
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